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SR OF ES SR Te Be 
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ADEM ODL EIEN WAR O KBB TU, BES ABER 4 HEI HEE OS S 
の 際 候 に 記せ る が 如く , AMIE & UCR SAG BE A SO 
(Gold-bearing quartz-barite-tetrahedrite veins) を 冬 行 す る も の に Dee 
の 上 部 に は MBCA SORE (Marcasite) RA, また 一 部 分 ee 
DRE Fv ri (Native tellurium )3¢% (EEN & 8, DEM, pas ana ce) 
Wee (HRD TZ しく, 本邦 に 於 て は 勿論 , 世界 に 於 て も 類例 少な き 種 類 に 局 
TAD RM Le 

然 れ ども , その 主 成 分 の 一 な る 動 銅 確 に 就 て は , 前 報 掲載 の 営 時 
ESO し を 以 て , こ ゝ に 其 後 の 観察 の 結果 を 報告 すべ し 。 


詳細 


L) REE ASPB SL O—HRIC T hs ARTES IC oh £8 79 ERR fe BL, 一 見 折 
MAILS 5% O&M ICA AICPA LY, CORAM SHALE 
日 に 斉 る べし 。 

2) ROTM (LIRA PHL UOCHICBMYbDSL8, FORBES 
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% d& 有形 


AWE 72 BS & BE Ute Sts STEM, 4 OME 及び Me Bk ay CD 
これ に 一 致す る こと ゝ すす 。 AME 通常 細 粒 弧 窓 な る 集合 を 成 し , MILE 
2~3 mm 乃至 5~6 mm ORGIES KT, 他 の 腰 右 と 結合 すれ ども , 
Mil daWIO RM KO. 最大 2mm Ai OAs eMI BSA O, 形 節 ね 小 な 
る が 上 に , He BUS L, を 測 角 する こと 困難 な れ ど も , その HIB O 
や すゝ 明か な る も の は , IK HAWES J TED REI GL, 0( 111) WO Fie 3b BG 
著 に し て , この 面 上 , EX tOPEIL PATE BTE[ PIB OUR iL, 0 (217) 


bn (211) & OBES (oscilatory combination ORY RF 2OnC271) 
面 は また BEX o (111) OBL TO WSR HO, —HoOm & UT 
細長 く 現 は れ , ZRPTCOROAMEDO Wirlewksy BRE, MICE 
に @ (100) 面 に よ つ て , その 相互 の RMeKDS. 即ち 最も 普通 な る Bie 


第 一 w 


OE EEE 


/) 


0 C111) @ (100) 
2 CIR 0,C111) 
a (110) 


© (ITE) Wee A 

0 (I1I)+a" (211) Mik o(111)+a(100) 
ORI LT 

o (111 )+n (211)+a (109) 
ORBALA <, それ ら の 隅 角 は 更に 

0, G1) Rik a (110) 
KOCH G2, BILIE 21 (271) ORE 
見 る 場合 も あめ (第 一 園 )。 

= OSE NIL 2D OD = Bad CBS Ze BIB 
REL IEAMM MED その 三 主 軸 を 共通 
UT, BA Mine RT BSD 0, (第 二 園 下 ) 
WEICIL & ToS HE DAB SAWCT DS DMN, 
“MAO IED RED その 一 面 を 共通 に し , その 
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一 方 は 他 の 一 方 よめ 180° Fol Ute DHS BROMHA 2 KL, GEIB), 


第 = 


Aid 


SY, 


PRICIGIEBSE Palache 氏 が , Breckenridge の 
Cashier Mine -# BQan Pawel we Cala L72 
DM S BERETS BEAM BIBMT. Cad 
— it BERENS 7 20k, BRP OSHBLe BL, そ 
OIE I= HS CERIN GHEE BBLS 
BR 分 

ANDRA A BBA TEBE b ERE IIE] L 
C207 FREI SPE LC (Cp Te RAS Zk 
PHEZS Oo VITIESD © OD Bid “CM IS 
UT, ANAC Ik 2 OME OAS OMA D HM 
SMA SD 部 分 を 選び , IME FORRES ES 
WE 2 Fp LU, [aU AHMAD 完全 分 析 を 委 
WEL, その 結果 を 吟味 する こと ゝ せ の 0。 


PANIC 4S dF ASBR = DR EDU BA ORs S 部 分 に 於 て , KH 


る 七 月 下旬 産出 せる も の に 


UT, 肉 服 的 に は PA ES ADEE O 成 れ ど 


も , ZW L CREF CME SI, 常に 多量 の 石英 を 混 じ , ZO RS 
も の は 重 唱 石 の 少量 を 儲 な へ り 。 然 れ ど も , その PBZ 反射 題 微 鏡 下 に 
PRE AAC, HLM EON AMMO THEO LAOS Ik, 全部 唯一 種 の 磯 
Bk OMS RIT, 右 の 分 析 の 結果 中 , SIO。 及び BaSO,g 並 に 微量 の Al20 g 
MgO, CaO 等 の 外 は , これ を 本 確 物 の 組成 に 属す る も の と 認め て 大 過 な か 


Boog 


BAM OP HIL F—KOMNS, これ より 前 記 の SiO 以下 を 除け る も の を 百 
SASHES 2k, BIKIU RO UW OH ¢, Rie As RU Te Lid Se ik 


1) C. Palache, Am, Min, Vol. 17, 360~362, 1932. 
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それ ぞ れ Sb 及び S を 置換 する も の と せ ば , エ [は よく , Shannon の 記せ る 
Idtho 州 Pine Creek 産 Tetrahedrite (IV) に AL, Il BU I eset, 
Prior FEDEX DBZ Rhine Province, Hohrhausen 産 Tetrahedrite CV) 
に 類 す 。 
第 = 表 
hm 石 の RD 析 


I (No. 3) II (A) III (B) 
Au 0.00067 0.0004 0.0003 
Ag 0-142 0.0663 | 0-1790 
Cu 10:74 20:66 | 27-54 
1210) tr tr | tr 
Zn 0.80 1.64 1.69 
Fe 1-83 1-22 1-32 
Sb 5-95 10-15 14-68 
As 1-17 2-71 3-20 
Bi 0-04 0-35 0-37 
S 7-10 12-44 16-83 
Se 0-06 0-33 0.34 
| Te 0-83 0-09 | 0-10 
Metallic portion 28.66267 49.6564 | 66-2493 
BaSO4 14.57 tr 4.18 
SiO 2 54.01 48.32 29.87 
Al2035 1.08 0-50 0-58 
MgO 0-10 0-01 0-02 
CaO 035 tr 0-01 
“Non-Metallic 3 pes a 
portion 70-11 48-83 34.66 
Total 98-77 267 98-48 100-9093 


然 れ ども , これ ら 相 互 の 類似 は 必ず し も 充分 な り と 言 ひ 難く, 手 移 産 の も 
の は 他 の 二 ヶ 所 の も の に 上 比 し て Sb に 逐 し く As に 富み , 且つ 等 し く 手 移 産 
rp, Dt TE RU IW に 上 比 し て Cul s Fe に 富 め り 。 然 れ ど も , BRIS 
< OFEOBMEB S US Ih, HARAAO BAIS UT, G. Rose 氏 は 既に 1929 年 
CO Zle 
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AIRS RY EIS 3 
ig BKeBN, RM Ik Ago, Cug, Fe, Zn 等 に で て , RR は Sb 及び As (2 THA 
こ 置 換 し 得 べ き を 論じ , Niggli, Dina ORK RIL, 今 も この 訟 に 従 へ 9 。 HE 
OTH LIOR ENE, ZOMTOR Fle 

RA RS SAO (Bela YS hE 
な る べき に , Kretschmer 氏 の 計算 に よれ ば は, 従来 知ら れ た る 動 銅 確 の 分 析 
Hh, iC RY” Ble saris, RY は 概ね 1.9~1.8 に 過ぎ ず 稀 に は 逆 に | 2:2 

第 = 表 
mt 520) oe の Ft es 


I IV Te V VI 


Ag 0.50 tr 0S IN) cogeps 0-27 
Cu 37-47 37-70 41-60 41-55 41-57 
Zn 2-79 3-87 3-30 2-63 2-55 
fe 6:31 5-13 2-46 1-02 1-99 
Sb | 20-76 26:81 20-44 28:3 22:17 
As | 4.08 tr 5.46 tr 4.82 
Bi O14 | 0.72 0.83 0-56 
S 24.77 26:49 25-05 24.35 25-41 
Se 021 | | 0-66 | ++: 0-51 
Te (SO (ES 0a 
| 
Total 100-00 100-00 | 100-00 99-3 100-00 | 


I, IL Ul #—#2 I, U, III の Metallic portion k Y At, 
IV. Pine Creek 産 Tetrahedrite, Anal. E. V. Shannon, Proc, U. S. 
Nat. Mus. 58 (1921) 437, 
V. Hohrhausen 産 Tetrahedrite, Anal. G. T. Prior, Min. Mag. 12 (1899) 
1976 
に 達 す れ ども , 時 に は 却 つ て 1.5, REPS Tit 117 CMY LU, S は 3.75 74 
至 3.0, BETES PIC 2.6 & CHAE L, 電 に 分 析 上 の 誤差 と の みる 認め 難し 。 そ れ 直 
その 人 後 こ の 問題 を 解決 する た め , BA O(UCBNK & EL 5 tr, 例 へ ば Kenn- 
gott, Tschermak, Spencer 及び Prior, Kretshmer, Wherry 及び Foshag 


等 の 諸氏 は , CNENKORBA L, 
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4R,S-RZS,+¢m (3R’S. RYS4)++ ‘Kenngoit 

BR BRES PD RT SIRES ashen Tschermak - 

3 R/S: RYS,+m (6 R’S. R{S,)- + Prior, Pye 

m (BL RAIS) RIRS rn: ‘Kreischiosns 

RR SRLS re Wherry, Foshag 
その 何れ が 正しき か は , 未だ 解決 せら る ゝ に 至ら ざれ ども , 従来 行 な は れ た 
ぁ る 化 刻 分 株 の 結果 より 見 て , 最も 多く の 動 鍋 忠 の 原子 比 は , Prior, Spencer 
WEO, BI Kretschmer 氏 の 式 に 近似 せり 。 こ の 雨 式 は 形 に 於 て こそ 
異な れ , 共に 同一 原子 比 を 以 て 代表 せら れ , 次 の 如く に 書き 換 へ 得 べ し 。 

(RARGS Mm REARLSE) DE Spencer & Prior, Kretschmer 
全 は 素 よ り め り 前 記 の 材料 に よる 分 析 の 結果 を 以 て , これ ら の 式 を 論議 せ む 
LEFZLOCHS EV Cir56 LMMISKS, HOKREVAR 子 比 を 算出 
せる に 第 三 表 の 結果 を 得 た り 。 
ES Sk He 
FFA TE BE PISA Wea -F He 


I II III 
Waal py 5 ike : 
CEL 5a9) 594 | | gag} 654. | gx4} 656 
Zn / | 4SS 51\ 39) or 
a is} 108 45f 2° 36f 7° 
Sb 173) 170 184 
As} RY” 55 { 229 73] 246 65] 251 
Bi 1 3 2 
S | 773 771) 793 
Se! s 3\ 799 8; 780 6| 800 
TeJ 23 1 | 
| 


1) A. Kenngott, Neues Jahrb. f. Min, etc. 1881, Il. 228, 

2) G. Tschermak, Min, Mitt. 22 (1903) 400. 

8) J. L. Spencer, G. T. Prior, Min. Mag. 12 (1899) 184. 

4) F. Kretschmer, Zeits, Kryst. 48 C1911) 486. 

5) E. T. Wherry, W. F. Foshag, Jour, Wash. Acad, Sci., 11 (1921) 1. 
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この 表 中 , Se RO Te IRC SILA U, Lire m (Ag, Cu) .S+n( Fe Zn) 
S+Z (Sb, As, Bi).S3 な る ぁ る 割合 に 配 掌 すれ ば , これ に 要する S OR FBIa, 
LW, WL CHATS NSA 799, 792, 790 に し て , 分 析 の 結果 よめ 直接 算出 せる 
原子 環 799, 780 及び 800 と 可 な り に よさ く 一 致し , 最大 の 誤差 を 示せ る I に 
於 て さき へ 弧 原 子 敷 780 に 話し て 12 原子 , 即ち 1.5 の 不足 に 過ぎ ず , Ze 
第 一 表 に 示せ る 分 析 の 結果 に 比較 し て GBT AI, その ぅ うち に 於 て 僅か に 
0.02 2 入 の S の 不足 を 意味 する の み に LT, & LAB LOAF t BEN Le 
且つ それら の 弧 敷 に 於 て も 何れ も 780~800 Of] (LB FH ld, 何等 か の 意 
味 あ る か 如 し 。 

次 に ここ の 比 を Rose, Niggli, Dana の 諸氏 , 並 に Wherry, Foshag pO 
式 と 比較 する た め , 優 に 前 記 の 理由 に よめ , S OMROAR LIL, 
(Aga, Cug, Fe Zn) S: (Sb, As, BD Ss の 分 子 比 を , それ ら の 人 金属 の 原子 
HEORM THE LUI ROULCET, Ere 

3-96:: Leon 1; S44: Leor g5 3-20: Leor'y 
VOUT, Lic TIE Rose, Niggli, Dana 等 の 式 

4 (Aggy, Cug, Fe, Zn) S. (Sb, As, Bi)2S3 
(REEL, WTA TikEOT Wherry, Foshag Ox 

7 (Age, Cug, Fe, Zn’) S-2.(Sb, As Bi)2S3 
に 近けれ どる も, UL は 何れ に も 一致 せ ず 。 

次 に Spencer, Prior jAjfE, Kretschmer 捧 等 の 式 に 比較 する た め , (Cu, 
Ag) は 全部 CCuw Ag)s(Sb, As, Bi)S。 の 形 に , (Fe, Zn) は 全部 6 (Fe, Zn) S- 
(Sb, As, Bi)eSs な る ! 形 に 結合 する や うぅ うに:(Sb, As, Bi) 及び CS; Se, Te) 
を (Ag, Cu)s 及び (Fe, Zn) に 配 営 せ む に , これ に 要する それ ら の 原子 の 
Be Re 及び Sone と , 前 記 第 三 表 よめ り 直接 得 ら れ た る それ ら の 原子 の 敷 
Roos 及び Sons と の 比較 は , 第 四 表 の 如く , MH OAM BIL CU WO ML (2H 
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T, ZHEHR” 22, 4 ROT, S 32, 18 RO 30 上 原子 に 達 や どれ や を る 
rb OMI FRAT AS, 必ず し も ゃ 大 な り と 言 ふ ベ べから すず, 一 見 最も 碁 だ 
し き I エ に 於 ける S の 不足 32 原子 すら , その 弧 原 子 敷 に 比 し て 約 4 用, 即ち 
第 一 表 に 於 ける 分 析 の 結果 に 於 て ,S の 0.28 用 の 不足 を 意味 する に 過ぎ ず , 
LDS LIAM TORE SOADMABAIK rt LOK AZREO SORE O 
WiC BOTAEOMRERA CRMULLEABMEY © 

換言 すれ ば これ ら の 分 析 の 結果 に 探れ ば , FAR ESO FIL, FE 
PRAM 6G 27 BIKE KO PISMO se RAT 6 AK 

3(Cu, Ag) 2S. (Sb, As, Bi)2S3 
+m (6 (Fe, Zn) S- (Sb, As, Bi) .S3) 

に よく 一 致し , た ヾ その S の 一 部 を Se RU Te を 以 て 置換 せる も る の と 認 む 


ies 
第 * 四 # 
Ri R’:R’:S の 原子 比 

ye i R” s 
ーー 
obs | LN | | Tal dt eae mo hamiens 
I 594 158 | 251 229 —22 | 831 799 —32 
11 654 96: | 250° 9246... 4! (798 7800) Lis 
Ut 656 7 | 244 251 +7 | 770 800 +30 


MULT, £D 5 G3 (Cu, Ag)eS: (Sb, As, Bi)aSg £ 6 (Fe, Zn) 5S. (Sb, 
As, Bi)oS3 LO Fi, LU ROM に 於 て それ ぞ れ 
1: 0.266;or y, 120-147 for go 1: 0-114 or 
LO, SKEO 7 ちの Sb: As: Bi の 原子 比 は , それ ぞ れ 
17 8 TRONS SCAN DN 
に し て 分 子 比 に し て それ ぞ れ 約 33%, 80% 1 26% E WLS ('ennantite) 
を 含む も の と 認 む べし 。 
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Mw iF oO tt B 

R= AB) OWE 2 3 O I ASE PCBS IC, 旋 白 色 に し て , He 
強く , BEM, 硝酸 , WHEN BEAL Saud, to MAMBO RRAIC LOT HAL, 
また 王 水 に よ つ て 犯さ る れ ど も , MERON RSS, CP GORNT 
Murdoch, Davy-Farnham, Schneiderhohn 等 の 諸氏 の 比 定 表 に 現 は る ゝ 動 
鉛 確 の 性 質 に よく 一 致す 。 MAI Ze OKO MEM BMF Frid, K 
第 に その 表面 に 窟 赤 委 の 被膜 を 生じ , その tin BA lc KDC WK HR 
に する を 以 て , BAI SHORE IB WDNIS AIL BS. COMIN 
於 て は Schneiderhéhn 区 及び Davy-Farnham A EOsZCH と 一 致 せ ざれ ど 

も , Murdoch ped 1 FP lI TC HP PEN BAIL 3 tr, HAITI ST L ORL 
SECS 6 | 

特に 標本 D に 於 て は , AWE OWE ET ERS Et Od ECE S tu SA 
比較 的 犯さ れ 難 き 部 分 と あり, CO Wide ITE LS BU eK UT, 他 
の 一 を 三方 或 は 四方 に 紹 ぬき , TEI OA ONLY OU BRE SD FAK 
wAelGAR ST Sb, COMIN ILAIR KE OBL SES, 青 化 加里 に よ ょ つて 
—/#AL S tHE S WO TLE 72 SL, = OMNIS AALIOIK Bod AK KUT 
BM Ze Has, その 如何 な る 種類 に 局 す る や を 明か に せ さ ざり し も , LOK 
OME ECAH IA ゐ みた る 3 試料 に は 全く 倒 見 せら れ ざ る を 以 て , その 
tok RMS hl ZeFIBES OS, 

因 に 最後 の 標本 (D) (ICRU SAREE, POC HEALER O ARIE D', 葬 
HIDEO MAKER ARES 2 SMES BL JES LD BE% BUNT SRT, これ 
Ze SJ Aa BEALL EVE & BELG L, FMC BCE S A RE IGM LATE by こ 
の 方 法 に て は 鹿 別 精 座 な ら す ず , BOK OBES BAKE, 直交 = ar PT OWI 
等 に よ つ て この 双 卓 的 交錯 部 を も BPSK t BU SIS 至れ り 。 然 れ ど も , 答 
FMD s る 構造 の 記載 せら れ た る 例 を 知ら ざれ ば , 7 (SMG BTS Lo 
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現 出 の Kk 態 

NMED FRIES & ORR bs EG SERENE UC, 巡 有 版 の 一 
Mia k DC LOMMOREG EE OMS. Ds AAMT AMAM IRE 
MURIC UT, BBO I A OL, BREE CEO DIGI OD AZAD OY 
BH”, PRB] LC SRA BAEOME UT, Chreite ¢ UT, 拉 
WBE PICT Sx, APE 0.02~0.05 mm 前 後 の 自 形 乃 至 生 自 形 の 石英 の 集 
合 が , SI AAIK] 9 AE a A aK ke LOE 2 HID BOHN ¢ BRE LL, © Ola Bae 1) 
WD CBee 6S (第 三 園 A), 然 れ ども, CRUTCH RALOMMER, そ 
の 間際 を 勤 鋼 確 に て 充填 或 は 交代 し た る も の な りや , 或 は 逆 に 後者 の 成 生 


53 SS 


A QJ mm. B 


fh, COM eK UTHROH CK ZLOROPALOMAICTIAN 
DIL ‘LF 6 

然るに 一 居 石 英 に 富み , PSUR 1S et 2 (SRR tear & 4, HEE BR 
TEL? SZ USB, MINS AA BCA Sait AHA A (HA5RH0% ) 
OW Ze FL S i=, SSI Le OPE UC HE U, 稀 に 自 形 を 旦 す れ ど も る, 多 
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く LARD BOE O 。 RAN Ze GMCS FT IL, COB ATE 
€ OTK IGN) HE ASS DONS HGH Gtr. (第 三 園 B), し か も 直交 
= コル の 下 に 観察 すれ ば , 極め て HAZE B ABEL, © OW Bee t し 
て , その 内 側 の 勅 銅 座 内 部 に 向 つ て 義和 達 する と 共に , 一 方 に は この 輪 廊 よめ 
外側 に 向 つ て 倒 達 し , 472 SIC IRD 0 。 

この 構造 は また WEA 肉 妥 的 に も 認め られ , BOER O Khe 中 心 と せる 石 
KATA O SAK EAN RE LABELER GS, この 種 の 構造 は 
ZeERLUSRA BORK SE O, SOM REMARKS AGH Ek B 
HES, ULA— HIBS & LC BAIR HAE Lx oeESE L, alt Bee EIR LIS 

の 内 部 に , BORDIKIS DHSRUK 2 dat L, 更に ABEL Ze BRE L, weld 

交代 し た る も の と < 認 む べく , BUC BAKRO AP ck, RBS UC Sp BK 

OM 2 ATT DAKO AD Ds fe L, 時 に は BRARAY IC BE LK MRO 
pith | 9 CE OR RO Me FEU L, 時 に は 他 の AMA VES AHL 
VD) Ze 2E FN BES O 。 

< DAWA IE KBE PEt UD Cin 5 BB A BOE GS KO ere 
ども , 常に 重 唱 石 を 伴 な び , また 微粒 金属 物 を 含有 し , 極め て 規則 正 し く 同 
LT AKO MEV BES ALE 8, ALEC OVER 2M DICET, TOM 
& 6 BER a ose ctl 6 PMA DY HMC Ba 6 BED OT VW 

(PKA ORO RED 7s 6 2AREO Ds OBR hoa ER < 
理化 せら れ , D5 OILHARRARKOANA OME SC 8, CORALS 
Bilw2tk COS >, 石英 の 集合 に BPH ER, 肉眼 的 に も 鏡 下 に も , COM 
造 を 明か に し , 7S HALO HEAD L LAE OVERS L, 後者 の うち 
に は 前 記 微 蘭 の 巡 損 物 の 外 に , BA PO DISA, RAF ov VD OB 
等 を 有 せ の 。 

これ 恐らく は TCARBEK eK UTBHR YS 6 OD', TORE (CBE S 
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も の に し て , TONMO FSM DBRS HD Db, F OBER ROMANCE 
な ふ 結 果 と 見 る べ ぶし, HCO PMOKIS © OBMMEO ARBRE C FEO BRAY 
に 成 生 し , ABRIL Te OPAIEIK KOTEVS ED LMU Lo 

然 れ ども , PEO WM Ek Ze CMS, 一 部 は その 相互 の 間際 が 前 
ACA ARONA BBE KOT Rid SK, SH 5O|n ze FTL, ま 
to — Bad HEE HALA Ze PRO 面 を 被 ひ , 石英 と 共に HARE REO, 示 
FEO DURES ARO 6 る ゝ は この ACU CMA e 交代 し て 
% OIMR Ze WM L, WES SOMMER 7 [A D BEAK SR AS NEL, EIS ER 
eR 6 DIOS 2% RO TREE IKL, その 上 を 更に MEMAKO 
Mele KOTRE 5 So 

然 れ ども , © OPED PMD CE 2 (I< UC ABR ¢ FER O, & cE Ee 
RR iy ENR L RAs SAIL, AWHO MAE D 比較 的 低温 に 至る まで て HER 
し , PS ES TORWCHM Ta, MAKATI BIT SICBOKSCLE 
を 示す も の と 見 る べく , COPMMEZeEFAL OME TAC Lit MEZA 
ども , AM | UDO ABE Be OBAIE KO PUES BAZ, HD (LREG 
(2 ROR vw» LIE, 硫化 アル ヵ リ , 硫化 水素 , テル ル 化 水素 , HEB 
ガス 等 を 件 な ひび ひ , 従 つて また 硫化 銅 , 硫化 鐵 , 硫化 亜鉛 , 硫化 アン チェ ニー, 
令 化 バリ ッ ウム, KILROY YY AER DED 8 OD, 温度 の 下降 並 に 謙 カ 
の 減少 と 母 岩 と の 反 應 と に より, 幸 酸 アル ヵ リ は 和洋 酸 を 分 離し , PEABO A Id 
RK L, 硫化 ア ル ャ ヵ リ は 次 第 に 酸化 する と 共に , BAA, BUGIS % VERE L, 
SRI BEAK Ia RUE & EO, RUSE 2e BUS OI BNSED LAN Lo 

ARRESTS VC, DOERR S—-ME HE SAMO LBRA IBY LT, 敷 個 の 


詳細 な る 分 析 を 施 こ し , TOME Bele Dirk PHIRI UC 深 其 の 謝意 
ERT 。 


また 木 研究 に 要 せ る 費用 の 一 部 は , SMB AREER kU 支出 せら れ た 
Yo 
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FEED “ RAK (CHAT S BSH 
(第 二 報 ) (3) 
Met ie Bs 中 和男 
1 本 m® 験 < 績 き ) 
3) 吸湿 性 物質 の “Bk” ES, 吸水 中 供 試 
体 に 加 へ られ 居る 荷重 P と の 開 係 。 
(本 富 験 第 三 ) 

SEL AN BB ICSU, 吸 温 性 物質 た る 洛 土 の “吸水 膨 過 ”" Et, 供 
BUND EO MPERUIE C と の 開 係 を 知 0, 同 第 二 に 於 いて , “ Merk leis” E 
と 其 供 試 鏡 の 量 Q LOREAL ROGKOT HAD, ZRHILHAT HERE Mm 
水中 に , 何等 荷重 CME) P の 加 へ られ ざる , GE RWORAREME EH Strtk 
る 場合 の みて あつ た 。 然るに 今回 の 本 富 肉 第 三 に 於 いて は , 供 試 簡 に 所 要 
の 荷重 CE) P を 載せ て 吸水 せしめ , CHM OMRA REA LT AOTC 
ある 。 

此 場 合 , 後に 写 販 結 果 に 看 る 如く , PERRIS AAT Ke te B alegre CME) POD 
へ られ つ ゝ ある に 拘ら すず, 吸水 し 始 む る や , Haye P を 押上 げ , “MME” O 
Hite BLADZOCHS. Wipe PTB TH) OFF, BI “Dok 
We” 26 S Kee MED FE Te HD LAMENT, ZI RAVI ENS ERD 
IMT A) eA tk“ OKIE I)” ~CAydro-expansive power”) と 唱 へ , AER 
」 か を 通じ て , eb BES RCRCSAEDOCHS, MCPRMICHMOT, KH 
朋 せ ら る ゝ 事 多 く , ZeIRB SAAMI Ik, 他 の 諸 開 係 敵 比 上 度々 引用 
UEESSBBHS,. METILA le] を以て 表し , Wie “WAR” LMS 
る 事 も ある 。 
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“Hyne Pel は , 吸 温 性 物質 が 吸水 する 際 , 基 見 技 上 ORE OBAL 
HE CHAS tr, 該 物質 に 或 荷 重 P の 加 へ られ た る 時 は , BIA <6 We Te 1D 
R42 4 HOGS. 然るに, MABE OMS, HORNER ECO TR 
め て 小 な る 場合 , 供 試 和貴 が 組織 の 粗 な る 15H, P=0 な る に 拘ら 5 すず, 吸水 と 
共に 其 容 積 の 「 上 政 縮 」 せ る 等 は , ik Tel ORB HSRILS, L “AAR” 
Pike! も 星 せ ざる 際 も , MARCH S, BM, いや し くも 物質 が Mookie 
Ke” E ORBIT Sd, 此 「e」 な る 内 應 力 の 潜在 を 示し ,「e」 な くし て E 
OEE OBR. 従 つて 此 「=」 を 完 明 する 急 め , EDR ABR TS 
PARIS, SEO RB Te ELTA, Ds Stilts を BT ih 
RORUOD RAB PROS & 2A, 現在 の 設備 に 於 いて は , Be EAE 
第 一 の 試料 (Ki MS) を , Cy=I1 ton; C2=2ton, Cas=3 ton 程度 に 床 
挫 せ る を 適 営 と 認め た の で ある 。 押 し て 前 回 本 利 験 第 二 に 於 いて , Peas 
Dit Q (CRY CHR Lite Disk & OME b,Q1 = 6.25 gr: Q。=12.5gr; Q3= 
2gr POmMre AT SL UL, AR “Woke” E OBA 4S ft 
alka 2 FEAL, 以 て 実に (FNS AiR NePRAALTADTCHAAS SAR 
OASEERBIC ISNT, Fed BAGS OIRO, 特別 の 場合 を 除き , LUD C 及び 
Q を 標準 と UTR ST 4H CHAD, CH SARA LO MICH GA 
の で ある 。」 
AEE SCI TURD % HEEL, D< BRE ORM BR AZNSTCH 
JD, KB SO P を 加 ふ る 事 に 因 つ て , RAMAKOMES ERELZ, P=O 
の 場合 の 如く に あら ざる を 推定 し 得 , 更 に P SAAR EAI Sars welt 
Bl E OMA SAS SHRI EET SS BB USS o Ii UC ZEHE 
EBB RIL TEL RES ZOTHSD, MAORI PIE SID p 
ih, Tel SLID, Rit Te] LOKCHEREE GS, B,TeIoP wB 
間 は 現れ , TeS=P 又は 「e」 く P AME ABH Ghrtevg 
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Aras L EADS O 吸湿 性 物質 出現 筐 所 に , HUSA PH tb DR Ty 2S ake HD 
ELON ARAK Al % stb Ib, “OR ARIES” (BRAS S PAB AI) SD, & 
VINES BPH E UTR ZU CS ABR, 前 者 の カ を 「e」, BKOMIE 
を ゃ PP. と 想定 すれ ば , 少く と も 「e」=P. 可能 な ら ば 「e」>P ees zi % 
然 で ある 。 PINE, HI か ゝ る 富 際 問題 角 決 に 役 立 つ さ き を 期待 す 
BALBR OAS AA S58 S ZRIC LES DO Re 僕 く 者 で て ある が , (RIC D< OMS 
aI T, 「e」 に 開 し 完 明 し 得 み ば, P OMOWE BES BAAN 
き を 祭 す る の で て ある 。 

供用 試料 Tl & AES DRO SPR Hh Ky 0.1mm 
LVF OMB A Sy を 供用 試料 と する 。 

供 試 体 全部 就 れ も 前 回 本 辻 験 第 二 に 於 ける 供 試 鏡 中 の No. XVI と 線 
で 等 し りく, Q,=12.5gr; C=1 ton fi) C’ =83.68 kg/cm?; 2 Rg E39 mm 
D。=6 mm な る 同一 種類 の 環 十 個 を 供用 する 。 

BREE TAORABILISU S ER ABIL, MRC RHR SB ty 

重 を 準備 せる の み に LT, IRI AR U CLK, HUT “吸水 周 
He” 試験 術 の 「 中 」(2R2=39mm) を 三 台 使用 せる 事前 回 前 様 て ある 。 

REE PROM RB) Peep Mics o7b, ZAMS UT, 何等 
PRIE LOA LIEU Yo 

BGBR 24 SUS AW MAR RHA CM STO, HIT be 
SLE SAMO, SHRO PLM RO, 6 L — MAO Heh ge BU Che 
如く 看破 し て , 夫々 荷重 ME) POAREN KAYE & OAR BL 
HAL RAR LILO MBIT DB ! 

ALO M ¢, No. XVI」 乃至 No. XVI, は 前 回 本 辻 験 第 二 に HAS No. 
XVI ILC AS ELS PERRO CHS HC No. XVIq(t No. XVI 2 4< [il 
VENEGAS TC FEBS D> P=0 OYA 76 alk HW OMAR IME LRT 
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第 九 表 
HikO CH) “ WokIBHE” 及び (の う ) Wks Hb, SEARS 
MCT hit b tue Ste ECM) P ICRA S PUR 


* p ip C&D CHD 
°° Ikg/11-95em2 kg/em2| Hgr. | he | dum | e% 
XV1y 0 awe. 0 522 : 41-76 | 185 | 30-83 
XVIg 1 | 0084 | 463 ; 37-00 | \109 {| 18-17 
XVI5 2 : 0167 | 420 : 33.60 | 064 | 10-67 
XVI4 3 i 0-251 3:90 i 3120 | 0-40 : 6.67 
XVI 5 : 0418 | 3-80 : 30-40 | 028 | 4-67 
XVI, 7 | 0-586 | 3-68 : 29-44 | O14 | 2.33 
Vie 10 i 0-837 | 3:55 : 28-40 | 010 : 167 
XVIg 3 : 1-088 3-43 | 27-44 0:02 | 23 
XVI 15 ' 1-255 | 3:33 | 26-64 Oe RO 


io P id BAY eae © Bl Rife 11-95 cm? (Ley A type; P? LICH 
位 面 積 m3 (LES SiH, HLM, h LM IKAS, d it THES OM 脱 
We", CARRERE AT 


事 と し た 。 No. XVI。 は P=1kg. (P’=0.08&4 kg/cm2) の 荷重 を 載せ つき 
吸水 せしめ た の で ある が な, 前 者 (P=0 OHS) (hu, [HES O “ HME ” J 
d=1.85 mm 7 © US, LBS d=1.09 mm に し て , HABA e=30.83 が 
e==18.17 に 激減 し , Mk H=5.22 gr. も 4.63 gr, に , FETA h= 
41.76% 25 87.00% (2H UK DS UT No. Xx VN VS 
2kg., P=3kg; P=5kg., P=7 kg; P=10 kg. #OHASIMS Sse d BU 
H eit Usd, #8 CRRA FILMS 4 IM ete EO, BIC d=0 な る 結 
飛 に 到達 し た 。〔 其 d=0 即 e=0 に 至り て 後 は , Bo HAE OBO MAP ERE 
度 じ よめ 以上 の 荷重 CR) P を 加 へ ざる 限り , P を 大 に し て も 依然 と し て 
d=0 即 e=0 に し て , 負 の 値 あ 示さ な い 。 此 事 冥 は 屋 々 牧 行 試験 に 於 いて 
BEIM DAE EL ATHS MILT d=0 即 e=0 の 時 , AE P=15kg. 

(P’= 1.255 kg/cm2) で あつ て , H=3.33 gr を 吸水 し , h=26.64% D4» AR 
UTR, TEOMA, CRON と Po LOM Re thie CAT te 
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ば , 第 十 剛 の 如く で ある 。 


S + " 園 
FiO “<WoOKIGAR” 下 と 吸水 中 供 試 体 に 加 へ っ つ ヽ 
ある 筐 重 ( 摩 ) P と の 開 係 表示 曲線 


(試料 Ky) 
(本 質 験 第 三 ) 

Ci = 63 68 ie oe ZR = 39 em 
DR) D @ 


or 


mm gr mam 9 
@€ ~~ 6 1250 &-- 6 1250 


Percentage Of Expansion (@ ) 
d Hydration (fh) 


Load (P) YY, cm 

AY BAS EE FS = OREO ALB CHES 1, KOM S BH BI D1BS 5 
BD, CP DG MEE TB Rh b it, 吸水 する 事 に 因 つ て “AWE” E OFhR TE 
に 時 する も , Atelier PRET Boke LO AM, POKS Hie y 
(HET, KH ARO PIS EWS So MULT P が 或 大 さき 以上 と な れ ば E は 何 
等 現れ な い 。 即ち 或 大 さ の 荷重 P を 以 て , “ WORABHE” E は 完全 に 防 礎 し 
得る 事 が 知れ る の で ある 。 更 に 換言 すれ は, BARRIS & “WRIA 
カカ "< t=, AGGVO sep CMD) P 2 VAT, ARV I FT AB 1 BEE OEE I 
示 き e れ た の で ある 。 AM, [el] Oingg~w, PL TMET SORE A 
DEK OTH S, RUF GUBE, Tel Oiggid, HI 吟味 せる 1) m 
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i (2) 同 物質 の 量 Q) RURICBNT SS (4) 同 
物質 の 粉末 の 大 いき S, (5) 同 物質 の 特種 性 K 等 を 一 定 の 條 件 に ! 於 いて , 
(3) E と P LOACRMSIMELE KOTHS. hic mls ZT OMA 
PARES Fe) ABC 6S STHS, 

QC) Mk Hb AERTS SAR D AR S20 THE S Obl, 荷重 P=0 
OWE KO P が 大 な る に 従 て , 吸水 量 H OSE SM AKAE Opes J AKG 
it, Pe “Weis” 48 ¢ ¢ OB RICA L, HAR IC LEIA SS » a, HAART TS 
POM S Bij %2LFS— OC P が 或 極限 に 達し て ,e=0 と な る に 至 つ て 
も h==0) と な る 事 が な い 。 

選 は 優 令 天 然 の 強 礎 を 受け た る 堅 硬 弧 密 な る 岩石 と 暴 ど も , kas bh DS 
ARS) SMES DBAS SIL TCHONS CHOOT; ま し て HED 
MNS % UT, KANE UT ME ATER 吸水 せしめ ゅ ざら し むる の 不可 能 な 
る は Ee 自明 香る 0 る @ の の 6S 

HE CABRIO, Ait bh は 全く 零 に な る 場合 な く , 常に 正 の 或 敷 
量 を 以 て 表現 きる べき は 常 然 て な けれ ば な ら ぬ 。 叉 第 め に e の 曲線 と , fal 
— PERG b の 夫 と , 最後 に 一 致す る 事 も , RAVMSHL, MH HOG 
US 

等 の 事 拒 は 更に 他 の 方 面 より 定 験 を 重ね , 以 て 儲 々 明白 に な す HEC 
ある が , 要する に 「 吸 温 性 物質 が 優 に 吸水 し た り と する も , 必ず し も “WAR” 
を 時 する と は 限ら 5 ぬ 」 と 言 び 得る 。 即ち (1) RICA B—ILHKU 4, 同 物 
HOTT ODS ERE C OBR. TD OSie>, 其 組織 が 甚だ し く 粗 に し て , 引 
水草 大 な る ぁ る ある る も, 逆 に 見 掛 上 の 容積 縮小 せる さ へ ある と, 今回 の 3) KA 
駿 第 三 に 於 ける , 荷重 P の 或 極限 以上 の 場合 , 其 組 織 が 甚だ し く BOLEC 
DOT, BAA Sb, 見 掛 上 の 容積 増大 せ ぬ 事 等 が あり 得る 。 WaT 
AUS, 若 し 粘土 の 如き 吸 温 性 物質 を し て “ BokIH ” の 現象 を 早 せ ざら し 
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めん と する 方 策 と し て , 全く 排水 し 得 ざ る と すれ ば , BE CL) OM < HELD 
Hl TAD KO BERIT OFM UT, 自由 の Make HILT AILEY TS 
か , (3) OAM < BEBE EIS Fe 25 5 RIS ATE NEC, BOkO 8 hehe 
CDOLEASS<<, (2) KAEPHORUIC I Tk “KABA” な る ぁ る 現 
象 は 行 は れ 座 る べき 様 に 宗 せ られ る の て ある 。 証し て 今後 千 ほ ぐさ 吸水 膨 
We” (aS, AAR HR L, 以 て 庄 義 係 を 究明 し た る 虐 に 於 いて , 更に 弧 
FEN (GR SS SET HB RE) 


北海 8 EB 物 RES (2) 
ae ete ae 
3) SES BREESE 

As AEVIEALL OWES BA UC UR 6 & (CALE AT AED AST 
Fee BBE GA 0 6 IMME O WSN KAR Fv 1 BE, SHSM Ae 
む 石 英 重 卓 石 脈 な り 。 UF IIUSA & $2 BAH ORBAN AI 
衣 武 和男 皿 士 の 同 需 に 於 て 控 集 に か ゝ ^ る も の な り の 。 PMR REA le aS te 
訪ね 再び 控 集 せん と せ し も 終 に 一 個 の 完全 な る 結晶 を も 得 ず LTH Y o 
HEH ABADI PIB LCE SRREEL AiO HHMOXK 
$3 1-1.5cm. b-#ifiZye¥O 1-2cm, chic YvO 1-1.5cm. あめ 。 其 中 に 
(LVS COT ihc BE UME ET EOHY« < (oor) 及 m (zzo) 
SPATE O 6 ? 

ASH LOS PORTA OE. (a) lk (110), ¢ (00r) K 9 (orr) 
の 三種 の 曲面 著しく 艇 達せ る も の , (dD) lk m (170), ¢ (oor) & ¢ (102) N= 
卓 面 特に 著しく 化 育 せる も の な り 。 


1) EB MARR, AMINA, 第 8 AS, 第 3 Hk, 73~84. 
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m, (110) OIG & & < BEL 0 Corr) RA (102) MAZIKOCRA 
Fo ¢ (00r) Hi LIC eR Cvici- Boo 
nal face) JP 1c BE L ¢ (oor) は 
We Ze cfr IL (= Ite B BEE 2e 7. UAE 
起 し て 存在 す 。 4 Coro) & 2 CIT) 
LBB EO 諸 面 に 劣る 。 7 
(zz2), ZC(zo4) & u (101) LEA 
極め て 不 売 全 な り 。 

ASHE ha ORCS fie le (hk — LN (Sas DMM し 。 


第 = 表 


iil 角 BUNCE) | BER: 計 OK fl 

mf\m'"=(110)\C1i0) | 78° ato’ |G * 

¢ [\e=C001) /\CO11) 52° 3 44.0" || EL * 

¢ /\s==(001) C111) 64° 18.0 2 64° 7 GN 
¢ (\r==(001) C112) 46° 90%. |\<ol CZ OD 73 | 
¢ [\d=(001) C102) 380 SO Sater wd een oe 53:0) 
¢ [\l==(001) \C10#) 21°. 54,57 2 py hem pees ie 
cf\u=(001) (\C101) 58° 10.07 1 5891 IZ OR 4 


AyFuess py Hs ee IN OM -2ME LB—KROM SAV RAI O 
Czzo) 八 (zzo) 及 (oor) Corr) の 定 測 値 を 基 准 と し て 他 の 雨 面 の 計算 
(ei WAR 2 AR 7: O 6 
a bic=0:815 34 31.314 
届 折 —INOAN% & < (oNr) MTLUSD eo < OTN eHT 
WEL Klein 氏 全 反射 屈折 計 に て 其 屈折 卒 を 測定 せめ 。 
ona=1.6845 
bxa=1.6366 
Na = 1.6468 
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比 «BRIBE ROMS KIFKICTROK YS 
Oige—4-012 


Q) SA MaTISRRE BT 
NFB Th OAC GPG = TH TAS BBE TS SB ZA PS dh Aa AMA te 

LUES. AEB EM OR REUUICIES LTO, IDEN 2 AEEAIE 
を 示す も の 殆 ん ど な し 。 SPIRE BES 6 BD Od. 

測定 し 得る 結晶 面 を 有する 試料 を 目下 有 せ ざる た め に 測定 し 得 た 一 この 
性 費 を 記す 。 

Bite 比較 的 良質 て 且 生 透明 @) ROCHA LBW 2H < (bd) の 
一 試料 に つき 其 屈折 卒 を 測定 せり 。 (a) は Klein 氏 全 反 射 屈折 計 に より 
Cb) は 湯 液 法 に よ つ て 其 屈 折 卒 を 求め た め 。 


ak FE) 試料 (b) 
O35 1.635 
Bra=1.6366 1.636 
1a = 1-6466 1.646 


Hk 8 二 試 料 の 比重 を 炊 の 如く 求め た の 。 
試 BL (a) ay30= 4.516 
at RE (b) hig = 4-569 
ARCO) OIE BIS AA IONE HE UT NP BAI IST 5 大 な り 。 
JRPTARIS Are OPE SAR YO OM BOL AR aisadh CL) ILARPHERO 
pycpometer の 岳 法 に よめ て 行 ひ た る に 両者 の 結果 に 於 て 0.002 7% BAER 
を 開 見 せめ 。 測定 の 誤差 に は あら ざる ぐし 。 
6) 千島 國 得 撫 島 家 間 産 軍 上 晶 石 
AS ih A (ke SP AR SO AW AS (Se SLA hist ARAN 


\ 
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+B FRB OPMEICD SB LORY 

Eh CMe te DCMS Lo 赤岩 産 重 曲 石 と 同じ く 薄 き 板 欺 結 
中 の 不 規 則 の 集合 鏡 に し て 測定 し 得る 結晶 は 得 ら れず 。 BEPAIRSEEI BE 
せる を 見 る 。 

Bw Klein 本 反射 屈折 計 に て 次 の 如き 値 を 得 た り 。 

axa=1.634 
bxa=1.636 
= 
比重 Picnometer を 用 ひ て 測定 せめ 。 
case =4.516 
(6) FRATERRABHN SEERA BA 

DRG © FEM ARE Rel MUL FEE Bets © 9 十勝 國 生 花苗 に 産 す る 方 解 石 
は 其 形 態 に 於 て 稽 他 と 異な ぁ を 以 つ て 此 に 輝 べ ん と す 。 

ARE ERE EBS BS ADMIN ( 溢 廣 南部 の 廣 嘆 た る 所 調 十 騰 下 
SF) は 従来 第 三 紀 選 の 姜 達 する 地域 と し て 地質 園 に 着色 され 叉 多く の 人 と 
基地 質 地 形 の 般 見 か ら 然 か あら ん と せり 。 然 る に 昨秋 より 北大 理 賜 部 地 磯 
由 教 守 騰 員 及 盲 生 一 同 の 十勝 証 野 の 地質 調査 が 行 は れ 従 来 第 三 紀 層 の 地域 
と 認め られ た る 所 より 古 生 居 (2 LOWERED FOE 
{LIS Yo 

WEIS A, EO DA ARB ILA EK BER 6 3S TER 2 DEBI HR 
EL CHED  CILIGRB IS LC WIRE S BIOKEIE BR RS TANS 
RHIKOMMES ST . WEIR LSM ETB O. PIM AL & ¢ 
MEY COW Aish CAML} s HAR HO I UTILS BM OBE 


1) ACHE BBS 7 — Hh ET ABH BIC BEY BD S~Lo 
2) WPAMILIE OT BRO RED 
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MS i aA MDB KYA: 0 6 末端 に 時 々 結晶 面 ら し きも の を 見 る 事 あ る も 


不 完 全 に し て 測定 し 得 ず 。 叉 末端 に 見 の る 比 PONYTAIL LC IEBA 4 Tit 


FPA Ib GS. BERS B Ye Ha H| BRAD 2U(LiL B= PEASE 


B = a 


Be  OMMTLWTH L Klein EMEA CoML 9. 
Na = 1-488 


He 軍 Pycnometer に て 此 値 を 求め みた る に 次 の 如 し 。 
4 


CA TiRED St Be as 
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ca eae 


RE RIL ERR EEA ORT ICRMT 
ges FH &@ ® 


BERG RAG HY SEBS AT CIS CREE Be BES SB ILAF BIT SRR IK ald ¢ AG 
Ss MES & RTI MISTER EC CRU 6 NR SRHD To 
AYRE IFEKR—EOPRE IC D > 3 IADR AR IA EE KORE GRE OS It 
fe & 6 BRS UIC hse Oo HAA I A Ba A 
と す 。 

ARE A Oita lS 22 & HH IKIC UTR US 
BILAL £8 2e SB LICBHER EL 大 さ は 何れ も 1 
mm を 超え ざる 小さ きも の な の 0。 

測 角 は Fuess 製 反射 測 角 航 を 使用 し 角度 を 0.5 
SCR OT O 。 結 曲 面 の 表示 は V. Goldschmidt 
に 従 つ て 行 ひ た 0。 | 

Me Lao E% oii | 

© (001), b (010), m (120), 1 (110) | 

pw (140), w (230), r (011), 

z (201), x (101), n (111), e (121) 
SIS LCR & < BEE 4 AAAI m (120), b (010) n (111) c (001) 及 z 
(201) に し て 1(110) は 此 等 に 次 ぐる も 試料 不 充 分 な る た め 測 定 充分 な ら ず 。 
e (121) は n(111 う の 外側 に 前 記 の 面 に 次 いで 閥 達 す 。 2 (140) 及 w (230) 
は 僅か 一 個 の 結 曲 に 於 て 認め 得 た る の みな り 。r (011) BARE L 
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て 其 存 在 は 認め 得る も 鮮 か が な 反射 像 は 多く の 場合 得 ら れず 。 x (101) AH 
育 最も 不 完全 に し て 測定 し 得る 反射 像 は 得 ら れず 。 此 等 の 品 面 を 縮合 し て 
第 一 園 に 示せ 0 © , 

BEA THES 7S B LILI HT RISE EW Ze HE < 2% m120), c (001), nD 
C111), b (010) K 2 QOL) ORME AMG LTHED TAR AT 6 
m (120), c COOL), 及 b COLO) の 譜面 は 最も 鮮明 な る 反射 像 を 奥 へ 目 其 面 
間 も 多 敷 測定 し 得 た れ ば 此 等 の 詳 面 の 問 の 面 を 計算 の 基準 と LEVEL & 
at See MAS, 四角 等 を 求め た り 。 

ASPET (LAME RMN & O OBLIME 2 THEO 。 


第 = 表 

面 a | at SF ff | Ee we) RR WwW 
c (OOL)A b C010) 89° 59.5’ 90° 00:0’ 

ce (00L)/\m <120) 75° 51-5’ 5 * 

c COOL Az C201) 69° 545° 3 69° 48.6’ 
CHCO0ID/KasCilije= E46° 17-0’ 5 46° 18-4 

c COOL) /\e (121) 56° ARR e8 Wel ArOOe 7-0 

© COOLDAX CHOI). | = levers 4()° 21-0 
SLUDGE ER 70? 17-0/ 

b COLO A + COLL) 23° 57.0’ 1 23° 58.2’ | 
b C010) /\m (120) S79 13-0’ 6 * 

b COLO) A 1 (110) 56° 32:5’ i, 56° 38:5 

b COLODA p C1405 20° 46.0’ 1 20° 47-7’ 

b COLO) /\ w (230) 45° 25:5’ 1 45° 21-6 

b (010) /\ e (121) 46° 57-0’ 2 47? 1-0/ 

b (O10) /\ 9 C111) 65° 2.0 2 65° 1-0 


VED BEIM E © HAS AIH Ze ED te BIL KOUM Lo 
a:b:c=0.7197 : 1: 0.4860 
B=113° 49/5 
a:b:c=0.7203: 1: 0.4858 
6=118° 45.0 


is, Or, 
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ELSE Ze EIB AL bt LB REL AIG A BD Te LPR E 6 AT tS 
止め 他 日 十分 の 試料 の 得 ら れ た る 日 に と を 譲る 。 
終 6 に 本 結晶 標本 を 恵 員 せ られ た る 横井 鈴 一 氏 に 深謝 す 。 


a wnt Se HE GR 


ws GAT PE ee 
1820 年 以来 今日 に 至る まで 

この 時 代 は 前 時 代 と 割 然 た る 硬 別 な く , ほ ゞ von Buch OF Bt 4 MR 
論 . の 提唱 と 共に 始 る 。 Rhein 河 呼 及び Auvergne に 於 ける 休 火 山 の 研究 に 
Bl UCIk, Joh, Steininger が 多大 の 貢献 を 島 し た 。 彼 は 最初 von Buch と 
読 を 同じ < く し て ゐ た が な か, Limagne (LHC HAM OVA KE LO Tits 
の 燃 岩 流 を 観 た 時 疑問 を 生じ た 。 

Scrope と 堆積 褒 (Aufschuttungs Theorie) HRROMBM Alt IRD 
つこ と が な が 出 米 る 。 即ち Ch. L_ ell (1797—1875) & George Poulett Scrope 
(17971876) -C HZ; 

火山 作用 に 開 す る Scrope Oy Blk 1825 年 に 出版 され た が , EOI 
いて von Buch の 隆起 訟 の 信 じ 難 きこ と を 証明 せん と 試み て ゐる 。 

von Buch の 反 調 者 の 主 論 は 炊 の 如き も の で ある 。 隆起 火口 は 彼 等 の 言 
SBE ODEN GENE, 必ず し も 火山 性 物質 か ら 形 成 さ る ゝ 事 を 要 し な い 。 
然るに 一 つの 著しい 事 筑 は , ILC OD 隆起 火口 が 玄武 岩 中 に 現 る ゝ に も か ゝ 
は ら ず , 非 火 山 性 火口 は 全然 知ら れ て ゐ な い 事 で ある 。 更に 若 し 火 山 性 物 
買 の 四方 に 向 つ た 傾 狼 が 隆起 の 結果 な り と し た な ら ば , 隆起 の 程度 は 大 小 
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TEA Ts TEI OMFS H 6DSWHERAT SS TH SD, —EOME MN 
2S ELBHEAV HAS. HORAN Hts, KIUARO rk wel & 火 
山 性 堆積 物 と 同様 に , A OH OT Hb RRA aide Ga CHS] 

の に , ARBOEIATEAL S AUF (CBE OREO TK AIIM OTR Bo FE 
(lise 6 BE Ct DK PC BHA ECE IRB DLO AS Ce 
で あつ て , MMH IL Us A EARVEMIZIES も の で ある 。 

Scrope は か く て von Buch の 隆起 火口 の 存在 を 断然 入 定 し , TORO IE 
堆積 訟 CAufschuttungs- oder Akkumulations theorie) を 唱 へ 始め た 。 

彼 に よれ は, 比較 的 大 な る 火山 は その 形態 か ら 5 推し て RED ORD HE 
FITHS6 CAMOMRELM LO WHRRAS 古い 物質 上 に 堆積 し, 8 
7s Kees iit & , 明か に 成層 し た 粗 築 な 物質 と の 種々 な 交錯 に よ つ て 複雑 な 形 
Re2e ART F—AAKD Trachyt Oli 3 \HFHMES O ERNIE IC & 
形成 され た も の で ある 。 海 族 火 山 と 地上 火山 と の 間 に は 根本 的 な 万 別 は な 
く 海 腐 火山 は 堆積 に よ つ て 海面 に 到達 する も の で ある 。 

然し な が ら Poulett Scrope は 之 れ と 同 叶 に 海底 の 隆起 膨 過 を も 認め て 
ゐる 。 Bb IAHR HE Be t DCEO PAE EEC HAE Oia 3 UC Pee 
し め た 地下 熱 の 結果 と し て , 永年 的 隆起 沈降 に 相 営 する 運動 を 認め て ゐる 。 
加 ふ る に , HE % Ate Alexander von Humboldt の 如く , AKL DHF (CBO 
BETES SLE RBH, 地球 の 深部 活動 CPlutonischen Tatigkeit) と 地表 に 
於 ける 火山 活動 (Vulkanischen Tatigkeit) & 2 [i yl) L, 深部 活動 な る 語 は 
地球 内 部 に 於 ける ILTO 動力 的 表現 Cdynamischen usserungen) を 意 
味 し , 火山 現象 の 原因 も WORM FEL, 火山 も 地震 も 共に , COMRMBAA 
(Plutonischen Kraft) O2ICHROK MBI S BO, 即ち 彼 は これ 等 の 例 
現 祭 の 一 般 的 根本 原因 を , 地下 深く 存在 する 磯 物 が , TIE OD ESPACE) D 
減 小 に 件 つて 膨 虹 する こと に 求め た の で あぁ ある 。 
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PEA KAEWRA PORES Z OABNEOMEIC HA UTHS_o UD be 
ito OBA ICAU Z OS FIBRE IC OL, TF ROWE LMS ND 56 S A Ay 
に 属し , PHOT BR KOA AHEMOURE HS) tL, HOL OPIS 


O) A. 58 SERB eo DB FEO) 厚い 堆積 物 に ょ よ つて, これ を 通 つ て SHBIC SBT SB 
こと ょ と を 妨げ ら る ・ ゝ 争 に , WE ORWEDRED 6 WMOURDRES & BRIT L REL 
の 


KARE DIET BBR KARAS BU BEERS OL RBH IRB 
Ab Js Scrope CHOK, RIAA, Ald kag ¢ HALT OS, この 水 
FAC CBR OMEMD TC, 若 し そ れ が 大 洋 の 水 に 由来 し た とり た な ら 5 は 
犬 洋 の 水 の 原 因 は 何 虚 に 求む べき て あら うか? Lo 

CRIES ILIAD BBE KOTHKIUAICEST O. FT OBMOB DOR (cle 
We) DGK S tr, BAEC Fete Sarre SHRIYA LO, 一 定 の 場所 に 
局 地 的 沸騰 を 生 ぜ し め , ROE ATS FBI LD CHE IL ELA TQ 
AS UN eG (LON URES SBD AYHET AH So UBS UTC E EE ER ARAN 
よ ょ つて 高 記 に HORE SNS. その 比重 比較 的 小 な る BMS Be 有 す 

る 。 RUM OORBIS  OBIPEOAKRE, HOM, 温度 , WR, BAO PEE IX BY 
RENT Sb OTH, MBI SSDI MR EOBRO. Beet 
ERO SOTHEF SE OT, 下方 に 向 つ て 開き , BHAZICKHA LT 
ZF L, LAP O CREO @ 4 JASE SB © 

VY billie Scrope DILGB ST 4 BD Mime Zittel 及び Schneid er 
iO CIS SAC OS 

Lyell 及び 其他 の 訟 WA EOMOMPUCHE TC AESO Bik te Ute Lyell 

SIA CS ER REA ELA LMA. 彼 は 大 な る Caldera % VCH 
FE Shih LISD, C OMORHT (LK & AK Scrope の 見 解 に 同意 し た が 。 但し 
彼 は 岩 虎 の 水 に 就 て , を 大 洋 の 水 に HAT SLORY ERB Lie Hd 
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EUROPE DN 22 ARE LES 局 地 的 温度 上 昇 を , (Oy, 電気 的 , SUEY SH 
KP ULB Teo 

この 外 von Buch HE JB Ut Ae AMR L と し て な ほ C. Prevost, 
Hartung, Gunghuhn, Fonqué, Dana, von Fritsch 及び Reiss DMP MLW 
られ る 。 

其 く の 如く , von Buch 並び に Scrope 等 の 研究 と , 彼 等 の 意見 の 閉 立 と 

て , 火山 現象 の 認識 は 次 第 次第 に 本 質 的 に 深 ま つ た が , その 上 地球 上 
の 亡 々 方 々 の 火山 地方 か ら の 貴重 な 條 値 を 有する FEI I KOT, この 
自然 現象 の MAMIE Mor iczs o, K. von Seebach は 火山 の 新 分 類 
を 始め た 。 

然し な が ら 火 山 力 の 本 來 的 原因 に 闘 し て は 何等 解決 され ず に BOTH 
た 。 こ の 問題 を 解決 する 色 め に , 炊 ぎ の 時 代 の 多く の KEE BA Ute 
NC DOK. 

Mallet の 火山 訟 この 時 に 営 つ て , 全然 新 5 し い 途 を 進ん だ の は Robert 
Mallet で あつ て , HOM COMBE TC, 火山 現象 を 純粋 機械 的 方 法 に ょ よ つて 
訟 明 せ ん と し た 事 は , ie SUED CAS BS 彼 狗 特 の 研究 法 で て ある 。 彼 は 火山 
活動 (Vulkanische Ttigkeit), aOR IC Vulkanizitit の 名 の 下 に , 
地震 其他 敗 の る 深 在 的 現 祭 CPlutonische Erscheinungen ) を 包括 し , KOM 
く 定義 し た 。 

「 火 山 活動 の 源 と な る 熱 は , WO MBOMMTTRO BERND HAE BE 
KOT, MS HIS 局 地 的 に BEETS LOT, © OM MRETBIL, 冷却 に 促 
SKIL OD RUN TS BUHL, これ に 依る 地殻 自身 の 自己 の 重力 に よる 多 
POMS RAS So Pewil kA PEARS, 地球 内 部 に 於 ける 切 線 方 
向 の 床 力 及び 地球 内 部 の 運動 と に 分 解す る 」 to 

Lang, Roth 及び Tschermek は この 候 訟 に 反 半 意見 を 輝 べ て ゐる 2< 彼 等 
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の 最も 重要 な 反証 は , 候 に か ゝ る 原因 に よ つ て は 減 多 に HDB RO AIL 
生 せ ぬ と 言 ふ 事 は 上 碧 く を く と し て る も, Rt 下面 に 深 ひ て 放出 すべ き に 
も か ゝ は ら す ず , 然 も 火山 は Pio HATS LaSSABACHS. TC 
で Lang は Mallet の 計算 は 不 党 な る 優 定 か ら 出 全 し て ゐる 事 を 証明 せん 
LRAKOTHOR: 

然るに その 後 Gilbert の 研究 調査 に よめ , IEKAHLO BHR CLaccolith ) 
が 知ら れ , か く て 再び , AHOMMN RE OM 65S 1 RAT, RAK OE 
[i] Dis, HU von Buch の 見 解 へ の 接近 が こつ た 。 彼 の 観念 は その 
第 子 達 の 誇張 の 鳥 に 一 般 の 信用 を 拓 つ た けれ ども , 結局 —OOIE LV RE 
BLO NS RT EOS 

Reyer は 岩石 の Schlieren (1) YEE O (-BkugD 6 BREE O FETA TE 22 aim C 
Gilbert OPA Bie UT, BRIE AU HERD CEO te BEAKME MYT dS 
MWD, この 見 解 は Bee RMT LE DeEDOK, ROBHKHARR 
(Quellkuppentheorie) (2 8E\cimut S2vT O46 

Stiibel OWE Kl) S4lk Alphons Stubel (1835 一 1904) に ょ つて 東生 
SRT TEA ZA IL BER AK ORR NK =- 際 し て 岩 虎 は 全然 受動 的 て ある と 言 
NAAT OID, Stubel (k, ZI LH LC MNK BAL OREM RY L, こ 
DANI T COP Naumann に 従 つ た 。 火山 力 は 冷却 過程 に 於 ける エネ ル 
ギー 遂 生 の 現象 て ある 。 こ の カカ は 凝固 現象 の 限ら れ た 薄 る 時 期 に 唯一 回 現 
れ , Herbst) Het In 22 HLH 

Stubel [LEO HAD © OMOWIR t OAH TEC BRS 4 Lee L, 岩 
虎 は 極め て 稀 な 例外 で は ある な が な, WES AKOAMM < , MARAKRE CLI BIMEO HE ょ 
9 も 比重 が 減少 する 事 を 起 像 し た 。 然し 其 後 彼 は この 一 時 的 和 山積 周 眠 が 結 
Ril } Bite Cb eR LE. KOM Panzerdecke MC ji EMEA E 


#9 (peripherischen Herde) (x3 4 Zela, Wyk [ly CMonogen Vulkan) の . 


m2) im i 及 Bas 鉄 本 179°31) 


ES O JEAN RARO MAAN? な 結論 で ある 。 

CRUE OIL REA 5 imi Fe HS, SOPH E し て は 特に Doelter po¥ 
名 て あつ て , 廣 汎 な 問題 の 解決 を 提出 し た が , 其 等 の 解決 は = KANAB AU 
RAT ice 

BiOR Alexander von Humboldt 以 來 , ABROAEW Ze LIZ, 火山 の 存 
在 と 必然 的 に 結 ぴ つ か ね ば な ら ぬ も の と し て , WH BULB HEY C HE 
Lice 然るに W. Branca は Schwaben に 於 ける 火山 腺 CVulkanembryo) 
(BAS SHAFTS KOT, KIWIS GE FA, OBL & MEBYR lS & 出現 する と 云 ふ 結 
議 に 導 か れ た 。 そ の 後 Geikie 及び 他 の 多く の 研究 者 も , Z & EEA BT 
識 を 得 た 。 

Zetia dU BH LC ld, 今日 に 至る まで 活 溢 な 意見 交換 が 績 けら れ て ゐる 
が 今日 で は 既に Branca の 意見 と 等 し く こ の 問題 は 礎 定 的 に 見 られ で ゐる 。 
その 上 喝 に 凝固 し た 燃 岩 の 米 出 に 開 す る 知識 さき へ 加 は る に 至 つ た 。1902 年 
Martinique の Mt, Pelé MPR HU Tid, Lacroix OATS SHR 
RUD SOD, © OBB kO TAR RE OMS Walt, F— 2 O 形成 が 
MHA Stig WS UCRMOPRM A S BBL LTHH GHTAHE Scrope 
BRO Lyell OPIS F S—-OD KH DWH AMAr TAT, von Buch FEic pe 
EORGED Is SOK OTHADKS 

Branca O)f] pie § BRD LED OKO Ik, von Knebel で あつ た な, Hit 
1907 年 Island 島 の 調査 中 , COMA mHWOM eps HO Askja に 於 て , Z 
の 仕事 を 完成 し 見 和解 を 秦 表 する こと を 得 ず UT, 悲し むべ き 天 折 を BUT 
LEDKo 

Scrope ROME 他 の 有 方面 に 向 つ て は 更に Scrope FED VBHE S zxrtc, 
Svante Arrhenius は 裂 勿 の 形成 は 中 央 岩 此 滋 を 充 し て その 下 に 在 る 地下 岩 
HED‘, 礎 力 か ら 解 放さ る ヽ ゝ こと と 開 係 する と 想像 じ た 氏 に よれ は, AHS 


本 180C32) BARD BK BS Hg 220 


に よ つ て 流動 性 を 箇 UME L, 上 方 に 昇 騰 する , 然るに 外部 か ら 侵入 し た 水 
は , BAECS WA OARBET MME O, © DAKIEABIK HST Uh GAPRIEBE IL GH 7 ov 
ヵ リ 性 て ある が , 1000°C (HAV TUL BEI FEARIK 80 倍 す る 強酸 て ある か ら , 
FERRIS TONLAD SE OBA 6 te, 冷却 に 際 し て この 反 應 が 逆行 し , この 水 
ROPE F i=, KINOBEDATILILZOTAH Bo 

AL AMO AD AM UC AMET SDL SSH BT, その 
VL PEHA ANE T HOT, ZICMPUT E. Suess は , KBR & Tektonisch な 現 
REO he, 永年 的 冷却 の 結果 に より て こる WEOM HAD G BEA A, 
と し た 。 彼 に よれ ば 火山 現象 は 遊星 中 に 元 來 舎 ま れ た が ガス 般 放 出 作 用 の 結 
果て で あつ て , 火山 か え ぇ は 一 一 就 中 水蒸気 が 主 な も の て ある が 一 一度 範 園 に 


BOC Ih, ZI KOCH 2IBK UT KINDER EK BOTH _ 


る 。 彼 に よれ ば , MD 6 AMET B a ald Juvenile と 呼ば れ , 初生 水 が 
多量 の 循 隈 水 に 出 符 ふと, そこ に 猛烈 な BED Fs CO, 1883 年 Krakatau 
ORRBEIL F DHPC FH A 6 

この 外 Daly OWFREPUESNSS CHAD, SUCH T LAH ep BEC FE 
分 推奨 せら れ て ゐる 。 

岩 3 中 の #* 

APO WAH Tit, 既に Bunsen, St. Claire, Deville, Daubreé, 
Fouque 等 より この 方, 化 由 的 研究 の 農 象 と な つて ゐ た に も か ゝ は ら ず , 未 
だ に その 本 質 に 開 し て は 知ら れ も て ゐ な か つた 。 特 に 火山 の 水 が 初 生 覆 で あ 
SD, 叉 は 循環 性 で ある か に WE Clk MASH を 残し て ゐ た 事 は 事 宮 で あ 
OT, W. L. Green 及び Brun は , Suess (KUT, HAP OWMAKPS 
定 し た 。 

Brun に より め 提 唱 さ れ た この 問題 あこ ゝ に 決定 する の は , 今 日 で は 向 ほ 不 
可能 て , 更に 深い 研究 を 待た ね ば な ら ぬ が , 若 し 青 人 が 火山 衣 の 歴史 を 回 顧 


ia, 221 + im 及 HE & 187 (83 


し た な ら ば , tn’ 5 WO HS & ES RB EL ESE LT, その ] 
中 間 の 上 弓 理 を 求め ん が 劉 に 次 の 時 代 が 待ち うけ て ゐる 事 を 知る で あら 5 
Brun 0) bjt) FLth & WOOT HS 
Day 及び Shep’ erd の Kilauea に 於 ける 最近 の 研究 は , HED WA BEB 
物 中 に 水 が 完 全 に 鉄 け て ゐる 事 は 十 認 し て は ゐる ない 。 然し 彼 等 の 研究 
面 に 於 いて , Kilauea 火山 に 於 ける 三 種 の 火山 か ぇ 及び 編 化 物 の 消滅 を 証 
WUTA So 
REO & 7% <¢ , KIN OERBEILBR UT, 水蒸気 の 役割 は HAH S tr7c dD, 然し 
Green 及び Brun OM < COPE TEE BET SLL 8 Whitin C HOT 
他 の 側 か ら 的 を 射 越 し て る ゐる る も の と 言 ふ ぶ べき て ある 。 Brun の 断定 を 更に 
一 度 松 討 せ ん と する な ら ば は, 要する に 問題 は , 火山 ダス の 化 由 下 衡 に 於 いて 
KARA DIEM 3 H > PBPK, WAC Ae 有 つ も の で ある 。 火山 ガス の 
組成 は 右 く は 同一 で な さく, 今日 まで 生じ た 異論 を 解決 する と 思 は る * ゞ 多層 
性 が こ ヽ に 存する 。 
XW ie AO & Be Bo BR 

人 々 は また 統計 的 歴史 的 研究 に よ ょ つて , 火山 の 地理 的 分 布 及び KI ORE 
BEL <a fp と の 開 係 を 見 出さ ん と 試み た 。 か くし て KK. Schneider は 
KO Kime FOL, MIS HEE DHE OKI OAR ORK EC HOT, KU 
DBE ARIZ IO TBUDT S. BIC BHR LS 言 へ ば , 地球 の A2PEEPER 
は 大 西洋 生 球 より BKUINCMUC EABECHS. EKRAKUEMEO 
加 く , 廣 い 断 麻 島 域 を 求め , LORE feb 1 DHHS” SANS PAPI HLS % 18h 1h) Ze 
有する 事 を 礎 め ん と 試み た 。 面 し て 彼 は すべ て の これ 等 の 現象 の 原因 を , 
地軸 の 移動 に 求め ん と し た 。 これ に 類似 せる 原因 は , RUA EIS Milne が 
BATAKELATHS. 

Falb (2K WET RO SOPRA NK BRIEF ODED, 太陽 及び 月 


を 182C34 a HT Th KK 線 222 


DS DBRT St PET o 

J. Jensen /t-K NORE ¢ AG ARRO teh Ht DO ORM he wt. 
た と 信じ た が , 新しい 研究 に よる と &, KGRRO 極大 出現 の 場合 に ゃ 同様 
な 開 係 が 生ずる こと が 明か に な つた 。 

Krebs は 地殻 の 漂 移 に 伴 び ひび, 火山 活動 が 西 ケ に 移動 する こと を 認め た と 

CO 
Heilprin (24 (| OWRBE & HUME & (ES SICA 4 AUR L, Milm は 磁気 
嵐 が 同時 に 現 出 する 事 に 論 及 し て ゐる 。 こ れ は Creak に 従 へ ば, 恐らく は 
EAE HEO —OODHIRT FG 7 & と 想像 され る 。 

然し な が ら , 用 て の これ 等 の 研究 は , HHM EHO KEPMG DS % AVI. 
か ら , これ が た め に は 先 づつ づ 所 論 の 基礎 を 完全 に し , Kl OEE 7s 4 BREE A 
を 礁 定 す る こと が , 現在 最も 切迫 し た 要求 で あつ て , EOS NOM REE 
見 する 事 に よ つ て , より よき 基礎 を 得る に 至る も の で て ある 2 る 60 MULTI ON 
Falk, 全文 明 國 の 計 計 的 な 共同 研究 に よ つ て 初め て 充 し 得る の で あつ て , 
Berlin, St. Petersburg 及 び Munchen の アァ アカ ヵ デ ミー が ,Branca (LBB AR Ae iB 
て , COMMS LF 2 LBA IC BRAT NS CHS 56 

BLU TS CUS 至れ ば 火山 作用 に 闘 す る 問題 は いか に 多い か ゞ 明か で あ 
る 。 こ の 短い 挫 要 が , 火山 現象 に 闘 す る 概念 杉 生 過程 を ほ ヾ 示し て ゐる EE 
に , 時 の 経過 に 件 な つて , た と ひ 知 識 は 湖 炊 深 ま つ て ゆ の く と し て も , AIS 
く の 問題 が 未 解 決 の ます ゝ 残さ れ て ゐる の で ある 。 

庶 い 活動 の 範 園 は な ほ 今 後 の 研究 に 開か れ て ゐる の で ある 。 

( 此 項 完 ) 


直 233 wb oe Ft 53035) 
| #3 Barth Tom, F. Wi. 
Reps oe eae | | a-Cristobalite DHE A RES % BPR ey BL 
ot eae 法 に より て 研 完 せり 。 本 結 品 は a:b:c 
; =1.00 : 1-00: 1000-01 tr 3 #3125 AE 
ByBReEES se 


2675, Site Ferroanthophyllite 
Alexander, O. 


Jakoberry je yin (ESRI PI a BHR | 


Phe te LIRIK EAS HDAC r 
TIE FEAR AI Dt LIP Ar HRY CFe, Mn) 
S103 に 富む 種類 に 属す 。 HC y=1708, 


221-6705, 比重 3-48 等 は 葉 知 種 に た に 比 し て | 


ED IC EA Yo 2 ORPAIN AHRIK IS 
TAR & EA RD I BBA & Ee 
DYES O, RAIL ile O HME Mo ~ 
(, 24 種 の 含 石灰 角 関 石 に 就き FeSiOg 
BFOAICE Ly Off lle Lic 3H 
CBR Se IY > BCL) Mn & Fe ic 
富む Mn-Cummingtonite FJ,(2) Fe に 富 
a% Mn ZS L& cummingtonite Fj, (3) Fe 
SiOs K@U anthophyllite A) zp te 
Yo WME ROR IK Bb NAA & 
BAIR OPO BA PRIA S る べく 資料 未 
だ 充分 な ら ず 。(Zentlb., 269~278, 1932) 
CHAR 
2676, FAROE ATER 本 欄 2715 
ZR 6 
2677, E75 Ris SAROMARSE ARH 
2716 2h 
2678, Virginia HehOARORA 
ASH] 2711 228% 0 
2679, ALY — ) —EF IN ici 
AHH) 2703 ZH 0 
9680, 低温 型 -Cristobalite の 結 品 構 


Fee LC OMAR O-BOR?, 
7.00 A KUT 8SIOg Ste, TOBA 
Heid P2,2,2, (V4 うう が 可 能 な る と と を 認め 
た り , 本 空間 衝 は 8B-Cristobalite の 属す 
る 空間 群 P23 CT* う の 低 次 辞 に 局 す る を 
知る 。 イ オン の 座標 は 火 の 如 Lo 


x y Z 
Or 0-67 | 0-65 | 0-14 
Ov 0:06 | 0-64 | 0-58 
Oe 0625) 0-06 | 0-625 
Ow 0-125, 0-21 | 0-125] 
iets 0-25 | 0-33 | 0-25 
Sit 0-08 | 0-00 | 0-00 


本 結 品 構造 は 大 体 2- 型 と 基 だ し く 相 似 
た る 構造 を な し , COMER VY Bx Me 
の 機構 を 説明 し , 結 品 中 に PAU BS PHU 
PICEA ST S Pauling OFS YA LT fo 
PAB URE © BR IC k 3 Bie RAD 3 HT 
あり CAmer. J. Sci 24, 97~110, 1932) 
(高根 
2681, RH CH2ZnoSiO;) OMAR 
造 PEA TH, West, J. 

Cuk y BIC k S AML hss AR RhKy, 
線 た ょ る 電離 筒 法 に ょ pa 
DED Hi in He BFE Yo ASHEN @ Jas 
2 EIN MbIa C2 単位 格子 は a 一 8.38 A, 
b=10-70 ih C25 ALA, に し て 4HeZn5 
SiO5 を 含む 。 本 結 品 の 構造 上 の 特性 は 
二 っ の SiO, FEA—OOM SEA UH 
合 し SigO。 te SREY HEM STERV,Y 


撤 54036) 抄 


B 


HD © OPRLA Hh PIC RC i —O pt 
を な せり 。 この 全 結 品 は この SigQO7 FH 
が =Znm f4AYIC KY CHE sh Zn 4a 
ン を 中 心 と し て 見 る 時 は 30 と OH と が 
それ を 圏 み 四面 体 を 形成 せり 。 各 ORF 
は 2Zn に 属し ,2Si に 共有 され た る 以外 
の 〇 は 2Zn ES LCM So MOL 
BOK HeO 分 子 の 基 態 に て 存在 し , 
之 は 赤 鷹 に 近 き 湿度 に 至れ ば 結 品 構造 を 
破 壌 する と と な く 間 出す 。 本 結 品 構造 に 
RO 3 RARE © PUNE & STE t © fA 
に は 大 体 よ き 一 致 を 示せ リ CZ. Krist., 
83, 1~8, 1932.) Ce) 
2682, AA!) vO 
John W. 


Gruner, 


Ross 及 Kerr の 研究 し た Kaolinite 
(Brooklyn, N. Y-) を CuK 線 を 用 ひで て 


粉 来 法 に て 研究 し , Pauling が Kaolinite | 


は 単 斜 牟 面 像 品 族 に 悦 す と の 考 を 優 定 し 
て 本 結 品 の 構造 を 解析 せり °. ZEIT REIL TE 
っ て Cs*, BAR a=5-14A, b=8-90A, 
Co=14.51A 8=100° 12° 1c LC4COH) 4 
Al2SigO5 を 含む 。 その MARIS 
2-609 2.0 5 RIES & HER L Aly CO. 
OH)3 と SiO。 の 互層 より な り Alo6 
(O. OF) ICC ATR PRATIC ED & av, Si は O 
KkLO CPM PRAT ICE] E 3, WW Anauxite 
OPA & UY -CHIL, Anauxite 中 
に て は Kaolinite 中 の Al oF Be Sigs 
Hd OMe eS LRH, ORE 
"PEGE the Lis b48 OH の 位置 を 0 が 
占め 従 つ て Anauxite DAH HST lk 
H20 Owls 2RHL—-HI, CZ. 
Krist., 83, 75~88, 1932) C48) 


| 面 像 唱 族 に 属す 。Cu: 
| 4%~Y—w%Kwut-¥%a0107) 及び 


2683, MHEBROREIS 本 欄 2714 参 
FRo 

9684, Covellin (CuS) O#§dk#5e 
Oftedal, Ivar., 

ROLE IE LRA MERI = ig WL 
yEIC KU Cc CuS OFF RSE 告 を 再 吟味 せ 
Vo ZHEORBARICW CAMBER L® 
Asterism を 現 せ Yo BHF it a—3-80 
A, c=16-4A c/a 三 4:32 に し て 6CuS& & 
む , XOJEDS BARA Den 即ち 示方 完 
Kx%~y 2 


RU, BY oe 00 v; 00 v; 00% —v; 
00v+% Wm BY 4 MAY 
な る 原子 座標 に て ALE L, 反射 濃度 OR 
測 値 と . 計 算 値 と の 天体 と き 一 致 を 示せ 
り 。 こ の 構造 は 大 体 従 来 の も の と 同様 に 
LE の 格子 は 原子 格子 を な Lc S-S 
==2- 05A, Cu-S=2:2~2:3 SAD FEBEIC axe 
IRIS EB ee ARE AAS k BSBA 
SF SPIT OME REY V “Z. Krist, 
83, 9~25, 1932). CHL) 
2685, NiSO4. 6 H2O O*sdhieiS 
Beevers, C, A., Lipson, H. 

RAYE AYE IC LV CACHE AMIE Dy HY & 
KEL C AIRES D ょ Cor D8 う 間 位 格子 
961A c= fe 3A UT, p=2-:07 KU 


| #BUC 4NiSO4-6H2O を 含む こと を 


知れ り 。 ARH GREE IS SO 四面 体 群 と 
Ni 6 CHO) 入 面 体 辞 と が 空間 群 の dyad 
axis EICALA Uo 30° Pew MIC kV 
CX OURO RUMI & aH L as k ¢ — 
致す る を 見 る 。(Z. Krist, 83, 123~135, 

1932.) 【 高 根 〕 


WH 235 p> if PS 55037) 
2686, FeCls O*8d783E Wooster PRI HS SHPe Mee’ LOWS 


Nora. 

鐵 線 を Cl ay i CHL 。 FeCls 
DAA TAR th BTEE UG FY = 
法 及 び Be ea の 方 法 に より て 研 
究 し て , CHIT-26 A, a=5-92A HBR 
単位 格子 中 に 6 分 子 を 含む を 知れ り 。 空 
FARE It.C3, CEO Bb DEES 
る 事 満 より C2 を 採用 を り て (前 記 畔 位 格 
FEB TIC CHM a 一 6.69 A, «一 
52? 30 に し て 2FeCls FS) 原子 位 
mic roe(S bo) + (33 4) 


=0077) に LUCA MIE Bilg 
2 .. te 0 (CZ. Krist,, 83, 35 


~41, 1932) CAL 


BASRAUS 


‘Tilley, C. 


で 


2687, J WADE (KT 
E. 
著者 は 最近 T-. Barth 氏 の 提供 せる ノ 

We dn tHE EO RBMEIC OS THEA, % 
DMs CaSiOg (Wo) MgSiO,;(En), 
FeSiOgCHy) を 万 別 し , 初め の ノル ム の 
in( ‘di’ Rhy’ ELCZHewuMy 
FESICALY 9 i LU CRO Esha lo 
Pigeonite (4 PgtiE, se HH IC we LY 
< di apf, hy 分 子 は single phase 中 に 


Barth mH M+ SST ICE UC HIERE 
RA GRODY 9 HE BROB AK LBA 
な る 固 深 体 が di と hy の 間 に 存 する 事 を 
fate AX Sosman 氏 は hy 及 di は 並列 し 
CPV DICH St MOMs BABS 
( BEM ICL B= Ss SHRED VS A 
叉 著者 は Barth zs Pyroxene の [BA PKC 
開 す る 材料 の 信頼 に は な 疑 ひ を 生 ず 。 BE 
MgSiO3 ボー つの ノル ム 成 分 と し て 存 す 
る 時 に , CaSiOs が が 叉 ノル ム ぇ 成分 と し て 
表 は さる ゝ 事 は 全く 擁護 し 得 ず 。 更 ちら に 
dry melt に 闘 す る 材料 は CaSiOg と Mg 
SiO3 は di SHE RF SM HEBERT 
叉 Wo 及 En 2 dA S 2 BRIS & 
Ai Ly 7 AIFS TIL Wo は En ORK 
DHEIC DA— MIL UCTHIL SQ KIC 
Barth ROPE MY 3 MMO BIL It t OF 
RPT D AP IR 3 RAPP RA GRICE ( BIC IE 
LEbST & AB ltit~k Yo CMiner & 
Petrogr. Mitt. 43, 67~68, 1932.) CHEB) 
2688, normative molecule FeSiO 3 
(#0: Ferrosilite R340, 
Washington, H. S. 

SF 4 (i Barth f& a3 Ad & S H,O molecule 
を ノル ム 中 に 認 む る 事 に 就き て Barth 
に 同意 する は な は, ノル ぇ HELO 一 般 の 方 
JES MMLY Tite LH SREY His 
ic¥PLT 
Barth BofA S ‘hy’ の 代り に ferro- 
silite (fs) な る 名 を 用 ゐ あたり 。 この 名 は 
1903 年 に 氏 が 用 UO, fic normative 


molecule @ list (Cfo beEVGQ この 


normative molecule FeSiOs 


Ferrosilite な る 名 は Shannon 氏 に ょ すり 


Hh 5638) pb 
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BAA She 叉 著者 は 1922 年 に Toxtla jE 
の 成分 を 記載 する 了 共に 
用 ゐる ゐ たり 。 Spencer は 彼 の 使用 と は 異な 
る 意味 た Ferrosilite な る 語 を 用 ゐ た り 
更に 著者 は C. エ PP. W. の 分 類 法 に 就き 
て 或 注意 を 述べ た りり 。 (Miner. Petrogr 

Mitt. 43 61~66, 1932.) GRAD 

2683, ATRRECRUORS 

Morse, H. W., Warren. CI H., Donnay. 
J... 

100 FRERD WA © SE te S RM RIS SZ 
に 開 連 を る 結晶 集合 体 を 人 工 的 に 作り , 
HEOLOI OX C,H OBB tre 
Yo SAI S ERAS BABE FE IK CBI 
Bic Cc BARS ZL & “Spherulitic figure’ 
UF (ES \ interference patterns FFP, 
CD OMFG Ic PII (Ed S — ith PETE 
Uy ower gs convergent light で 示す も の 
に 相似 た る も ゃ も の な り 。 COMIC & BH 
BEAoseUCRWL RHE VY, (Am. 
Journ. Sci. 23, 421~439, 1932.) 
(渡邊 新 〕 

2690, FREAD ICRAPER Morse. H.W, 
Donnay. J. D, H. 

前 項 の 人 工 の 完全 球 題 が 平行 光線 に て で 
示す 特種 の “Spherulitic figure’ % py ah 
EMO CHICK SLU LC Re 
Y ((Am, Journ. Sci. 23, 440 ~461,1932 ) 
(渡邊 新 〕 

2691, = KEBAB Bowen, 
N. L. Schairer J. F. 

先 に Am. J. Sci, Vol. 18,30~312 に 
BRYSLOL 同一 内 容 で , そ の Bw 
MAL AHA SIMI ES chs 


diopside -jadeite 


BS MID BRE IS Ft 1686°+5°, B 
HAL 1391-59 SERA BA IL BA 61-576 に 於 
て 1300°+2° CGeoph. Laborat. Carnegie 
Inst. Pap. 683) Cye32 83) 
2692, =a FeO-Si02 AS HH2717 & 
FR 6 
2693, =—K5H% MnS-MnSi0s 及び 
MnS-Fc2Si04 AH 2718 BAR O 
9694, Bérzsényer 山脈 の 石英 容 山 岩 
P. Krank 

Budapest の 北 北 西 約 35 KO Hh Bho 
Borzsényer 山脈 中 の 潤 新 世 の unterme- 
diterran 水 成 層 は 安山岩 噴出 に ょ り 賀 か 
る 。 本 安山岩 地域 に 其 の 後 の 詳 細 な る 化 
AV), BSW HAO 結果 ARR AA 
KAS 2 BACB, 石英 安山岩 
も 種々 な る 型 存在 すれ 共 第 一 は Nograd 
JEG LO (MW OFF RI UC Schafarzih に 
KVUBCARRU AL UCHERLYEO 
な り 。 POA AIRC CRSGS SBS 
ih, 斜 長石 石英 を 有する ベラ HORI 
Vo 02~06 米 の 大 いさ を 有する ささ ンチ 
KODWMAS ) C-HPAKE LA L, 
TRF (LG RAIR © RM BEY BD 
叉 同 地 方 に て Nograd & Y 12 FAL PGte 
 Banyapuszta 地方 に は 青 神 色 の 肉眼 に 
CRA, AX, ANA, BER, EIR eA 
する 岩石 あり 。 SHG HAA OLS 
分 析 表 Niggh, Osann OFM ROU ATE 
WORM HAVE BE & IR, 之 等 REA 
Ald i} ARRIVE KIBI~X LOR 
り と 逃さ べた り 。CZbl. Min. A. 264~269, 
1932.) C 河 野 〕 
2695, California ji], Medoc Lava- 
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i HP 57039) 


Bed th OVS Power, H. A. 

本 地域 最 古 の 火山 岩 は 中 新 世 の Cedar- 
ville! Buys LC, HE UCRUI EY 
な る 中 間 燈 岩 流 を 有する pyroclastic 
formation な り warping % FFU ER RAR 
達せ る 後 , 新 た な る AWM EET 
Ril ate SUK ait © Bl © Ae St & 
成 生 せり , Lacustrine PEt; SYK RuU 
Warner: 玄武 岩 は graben +icpepe LE 
CHSC AORRMAREIL BSD 火口 ょ 
Y fracture zone 上 に 噴出 そり 。 新 ちら し 
( Eo graben 示 成 生 そら れ Lacustrine 
FER EAE Y 9 氷河 期 の 後 の 財 代 に 於 て 
Modoc 玄武 岩 は Medicine Lake Highland 
PAROS MIKE OWS OPI x 
YW FF ORRO MM lh 36% 5 
500 年 以内 な る べし 。 こ と の 玄武 岩 活動 の 
間 石 英 容 山 岩 , 石英 粗 面 岩 の Bela} の 小 噴 
出 を Medicine Lake Highland 上 に 生 ぜ 
Yo 最後 の 石英 粗 面 内 は is そら く 三 百年 
以内 な る さ べし 。 Abe BCA (sR ICH 
tA Ru Calcic Bea BA Mull の 
Porphyritic Central Magma Type ic 3h 
せり , そ れ に も か ゝ ひも わら ず 噴出 時 に KC 
は 燈 岩 は 完全 に 液体 な り 。partial cryst- 
alization D¥f LILI By IWS & 
を 認め られ た り 。 Mihai) Re A A 
RSC LH OU WENDEL AD APE 
HAS S % farshth LAG Ho pigeonite は 
ophitic 又は Sub-ophitic PRE % tp SRE 
酸 量 少な き ONG 1c WSC (IL WIRAL My te 
Do FR MRHIAT & UHC (t PE RR & Ye 
wow & intergranular fio BEG IC 
Cid Sih te Vg Lake 玄武 岩 中 の 


BRAD CaO の 異常 に 大 な る は HHO 
ー の 液 ょ り 他 の 液 へ の 移動 を 老 べ る より 
BE in J Le] O Ye © RA © BE eA BBE 
ARM Dr’. 石英 安山岩 及び 石英 
ALIA 4 Hi 4s © BF BR eS ARR LI id 
Der tees k YO immisible 7 L LCA KE 

され た る MRKP IMA, Ho REM S 
Vogt の anchi eutectic granite の 成分 に 
近づけ る liquid fraction % «LHR ZYO 
な らん と 。 CAm. Min. 17, 253~294, 
1932.) 〔 河 野 〕 

2696, Austria の Dornach OBA 
Kohler, A. 

Eisgarn type granite # = -c#US fA 
444 (Z monzonite quartz-mica-diorite と 
し て 分 類 さ れ そ の 比重 は 2.80 に し て , 更 
に 物理 的 性 質 , HEAR EL Be OS 分 析 ょ り 
計算 を る 成分 を 詳細 に 示 LWSS ( OK 
ea tHe U, ETE lao Eisgarn 
Type (2)R GOALS AAI LTT OSE 
重 は 2-657 に し て Porphyry granite & 
RAS S ICTS US SBE © Ha 28 Lee 
WAREAT > HOKRDH YU Niggli 
及 Becke 4H kV C Hho 4 fae| & Le 
HSER ae Y 。CSitzber. Akad. Wiss. Wien 
Math-Naturw. 140, 847~61 (1931). 863 
~T8CL931). C 瀬 戸 
9697, Texas ji] Baringer Hill の 
Pegmatite Landes, K. K. 

Baringer Hill の Pegmatite は Valley 
Spring 及び Packsaddle si aIRD 
Algonkian {ER aIPIC fA S% OIC L 
Cif 100 REX 200~200 mICREL 
その 長 軸 の 方 向 は , 東西 に 走れ り 。 本 


Hb 58(40) pb 
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pegmatite (2 KMB=fhO 4 AW I< [a HL 
HHS, Wb PRMOL om BELTCK 


SE RPAIK LC ZO) S BOR UG AR | 


の 内 部 は 大 部 分 淡紅 色 の 微 斜 長石 と 乳 石 
ROM LVEV, AAR は 最大 40 に 
S220, CO 粗 粒 質 石英 , 微 斜 長石 集合 
(RO BOD WS HAW & & eI BA 
SmEO BAI LC He SMIRK tee 
Y, pegmatite pope itti<trobx 
Ob fi BU ws: & Hess Km peg- 
matite の 112% の 何 分 の 一 宴 度 な り と 言 へ 
り 。 そ の 種類 は 


Ferugusonite, 


allanite Gadolinite, 


Autunite, Cyrtolite, 
Uraminite, Gummite 等 な り 。 そ の 他 の 
Bint UCR EA, AR, RAP EBA, 
WEI, BEA, FH » BK, 紅 雲 母 , 赤 鐵 
Bi, rutile, SESH, BAK, PIM SA TR, Aken 
TRE BAL Yo UK pegmatite 中 の 諸 
SRD IL IR RUBOK OM OW te B HAIK 
HSC BER BILE Y 9 BMA IC HST AHR 
REA, HIRE & wath LBA Ic HT 
RAR A RAOKE SoUAR, 及び 
Fh A: JS WA OZ & fel FED & RAR V 
(Am. Min. 17, 365~390, 1932.) CL 河野 〕 
2698, JAF FI] Iron Hill の unco- 
mphagrite O#HK, Larsen, E. S., 
Goranson, E. A. 

アル カリ 岩 の Iron Hill Stock (gt a wp F 
ド 州 の Gunnison 町 の 南西 30 mile の 地 に 
在 リ アル カ ヵ カリ 岩 交 は 約 8 mile た し て , そ れ 
は Precambrian » }y fis, teh eA 
し , そ の 上 に 第 三 期 火 山 岩 あり 。 岩 次 に 特 
Ai te SPY Jurassic age OPO MBE 


ICKL S stele dv ltPre-Jurassic age 


な らん 。 BEPOIS Be BAH 1 
DRE OABAIC Lz lLuncomphagrite 
KRU CHAYES, CORMMOEKE 
BWBIK. RFA Y ARE Ct 種々 O18 
RELAT SELBIC LT, ZHit un- 


comphagrite # # A L TGR jolite 岩 脈 及 


び olite DARN AMICK) CHAS 

る 。 ROBA WHNBAK LT, RK 
RANA Y * BRICK ARR VIER 
A&A t eA LRA AMAA Y 
RL=FIVyY, AWA, SLELAT OZ ¢ 
DFAS VY ij LC uncompahgrite 
は Iron Hill の 北 の Peaner Creek 流域 
Dade LAS aE te LD CRA 
=H) 1-5 miles YC, Peete 3 AR BIC 
LORRARE OD 2 を 占め , 外 に REB 
HEA, BAER, IRF 2 Ya RAR Sto 
且つ 細 粒 な る は RRAE Te な る も, 粗 粒 な 
る は 大 な る 医長 石 の 結 品 あり て その 中 に 
HO Btn & SEF (Amer. Mineral. 17, 
343~356, 1932.) 【〔 瀬 戸 〕 

2699, Dill AOS RABRBORR 
Mosebach R. 

Dill 9 © BUA EERE © Gis te Bp id 
BOKEYRO LOK UCHR ODORS 
SSR Dirk Vo PARAL HER 
ALLEN © 2 Da A IC BLA eS Ia PE RIC 
外 な ら ず 。 酸 化物 の 鐵 及 び = ッ ヶ ケル は 理 
Ai EPR EL LUCHA XY BRAS 
LOIEY 5 BAI HD = 7 + wv 分 は , 
Pentlandit 北上 品 に 基き , そ の 事 生 は 前 旋 
Bie TEOR & Ie) BIC BOK EA t BATS So 
(Chem. Erde. 320~345, 19329.C 河 野 〕 
2700, Guatemala の Fuego 火山 の 
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噴出 物 の 化 量 成 分 Deger, E. 

Fuego 火山 は 1932 年 1 月 21 日 午後 2 
時 噴出 そり 。 そ の 噴出 物 は 主 と し て 火山 
灰 に し て 0 ユ ~0.05 mm の 粒 が 18%, 0-05 
mm 以下 の 粒 が 82% & 1% OWENS | 
Uo DMG RIL, 本 火山 と 直接 開 係 ある 
炎 山 の 夫 と 比較 する に 著 く 
異な り 更 に Salvador の Jzalco 火山 の 新 し 
SAMWRER LC WMS fH UCM MIC 
着 し き 事 は 草 洋 長石 が 加里 長石 より 造 に 
多き 事 に し て 分 株 も NagO lt KoO ょ り 
ei 多 し , 同様 に FeO が Fesg0s ょ り 
HED ICZB(,M CaO が MgO より 多 し 。5 
種 の 分 析 の 示す が 如く 粒 の 大 さき の 増加 と 
共に CaO, MgO RUBoOM BAK & te 
D, FERRI EA MDI SE WS. ME 
AN 7 BBL RIL HE He HA TEI KEV Cay 
され その 際 に BIA, APSA, BA, BOR 
BAHT HH し て 火 帳 灰 及び 砂粒 の 性 質 
HBR Lb ld BENITO I %, TEER 
AAA OM Lo ii UCAB AMR 
DF Hier hire SAKUJRICHT Fuego の 
最近 の KINJKD 研究 より UT, AER 
は 安山岩 西方 guatemale) ょ り 率 武 岩 ( 東 
方 Salvador〕) 包 の 火山 灰 乃 至 は 基 性 ょ り 酸 
性 即ち 花 冬 岩 質 , Ake £0 eae 
Vat HAR ~ & RE LC % Or [AV IC Gir 
(Chem, Erd. 7, 291~297, 1932.) 
[瀬戸 〕 

2701, 南大 和 の 小 火 山 FAK, 

中 部 近畿 に は 各地 に 短小 火山 が 多 敷 存 
在 そ る が 雌 人 等 の 中 捧 , 河 , 泉 の 三國 及び 大 
AIALABIC PET B > OMA ( PIA 
SpA RU D> b WKS ICE LC, whee, He 


Acatenango 


B® pepe VE HA > VC EE 2 HE RIC L 
FATRTES SARE RLS 7G Ha Ae 
Wart Fe bSL%O sof, pae KAY 
西 に 於 て は 主 と UC AHHH ap 
布 し , そ の 以 束 に 於 て は 大 和 和 伊賀 國 境 の 
室生 火山 , SM RSF ID MC 酸性 の 
BAPE RNA Ty BURBS BS DADS VQ KAM 
YA OWE hI WO EAH © fp she 2s 
TRAE TE Re aa & HERE Rp & D AE 
PLS SIM BIC L CHE, HIRO 地方 は be 
HSH WIM te S PME Be ea bak © PY D fie BI 
ERTLOLA~5S— MUTT WME, 
WR BH Yc LL WEEE UL RU a A} Ae HI © WE 
期 よ り も 古 期 に 局 す る こと は 二 上 山 に 欠 
て 知ら ちら れ た る 各種 燈 岩 活動 の 順序 に ょ り 
推測 そら ちる 。( 地 球 , 18, 182~188, 1932.) 
(河野 

2702, 1929 年 に 其 け る 中 部 アフ リカ の 火 
山 湊 熊 Bowen, N. L. 

As 28 (a EH © Kiwu Hl Fj tic Namlagira 
AED ORAM ICR & CO MAIC LT, 本 
火口 は 1929 年 常時 に 於 て は Kilauea 火 
山 を 回 想 て そし め る 如き 活動 其 態 に あり し 
i, (Trans. Am. Geoph. Union, 301~ 
307, 1929, 1930. Geophys. Lab. Wash. 
Na. 714.) Cyaf Bf) 


2B hk & 


2703, DNA —Y—#BF Ib » (EMBRH 
FAGHZEHOMERE Stillwell, F. L. 

Kalgoorlie th ICR SF \ BILE 
a WAM te SOKA Ete UCR BHA 
COPE DEF ey DD CORR & ATA 
WRF ICH SHEA S ALAR E eV o 


#60042) yb 
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その 最 ゃ 普通 の も の は coloradoite 
calaverite, krennerite に し て 其他 altaite 
hessite, petzite, sylvanite 侍 を 産 し, 稀 に は 
melonite, rickardite, nagyagite 等 を 見 る 
と と あり 。 CHCMMT 3 tho ea 
は 自然 金 , BOR, CELSO Bhs 等 な 
Y , (Proc, Austr. Inst. Mining &Metall., 
84, 115 ~190, 1931.) (Cp BF) 
2704, 28S BOR ISET 
héhn, H. 

ABR RD ICA F 3 BRST IC 
CHS LC SLE it~, ILM DO TK > we 
生 に は Nebengestein oPpPA ABET S 
役割 を 演ずる と と は Wie し て , 著者 は 
FEAGDR KIL IC liquid-magmatic の 場合 
の みな ら ず 更に 叉 pneumatolytic 及び 
hydrothermal OY Sc eH Se AT 
S%ORVLAU, HHL LTH 7 Y 
ヵ , Ookiep Il) ORESATE > KEE AB Co HY 
SID TRAIL FEB liquid magmatic の も の 
と 考 へ ちら れ し が だが, Nel Ho WK EY 
CT, それ が 
contact deposit と し て 議 明 され た り と 又 
AolMetallwirtschaft, 11, 47, 1932.) 

CP BF) 
2705, Tasmania B Oonah BuO 
SRORISRET Stillwell, F. L. 

EE LCRA'E © DBO PRT & 16 
り , CORRE MIZE IC LC, HEB 
E AATEC OG, TA TR, SAT, BEAT, BM 
SADR, HF ENB, Fi SO DRSE & OSEAE IC BAL 
CHERRY VY , (Prac. Austr. Inst. Mining & 
Metal., 81, 1~7, 1931C 中 野 〕 

2706,i Colorado Climax 地方 の モリ ブ プ 


Schneider- 


pneumatolytic-hydrothermal- 


FYROBARAAMR Staples, L. W. 
Cook, C. W. 

EVF FY RORMAKLECEKRU 
HILLEL Ee 3 idea Ha, ARE a 
DBLP IC 現 出 する も ゃ の に LC. AB 
PICT Ud GK SARS RR I 
な る 集合 体 と し て 現 は れ , 恐らく silica と 
共に colloidal state と LCPhYHR S34 oO 
な る べべ 5 CDEVAF FY URRO bas 
タン グダグダ ス テン WCU, MPCs RE 
Ai D BE & ELS (Am. Min., 16, 1~17, 
1931.) Crp BF) 

2707, Siegen #AOSUMMICAT 
Huttenhain, J. M. 

Siegen th Fj DO DEHRO RAE ZB TIC 
fin HL, SLIGO % m (eae ears [cinvisible 
form nee GA Ls 後期 成 生 の ゃ の は 
free gold の 微粒 と し て 存在 し , 其他 自然 
klaprothite, 
SOM OER GWE RRS. ZEoOS 
TRA KE kU PPE be SAM 
水深 液 の 互 に 異な れ る に 属す る 
LOMS~ALEK AX CMin, Petr. Mitt. 
42, 285~317, 1932.) rp BF) 

2708, 英 領 コ ロン ビ ヤ Texad B 
Marble Bay 斑 山 の 金 局 斑 物 に 就 て 
Waiker, Di: 

DENT DESAI, 自然 銀 , モリ プ デ ン BR 
LPAI, EIR AD RRA SE ORG & HE 
に , 中 世代 石灰 岩 と  diorite-porphyrite, 
LORD  ICT 9 BHO A & 4 
る た め に とれ ら の BAR ERA, MIRA 
FOE E TN Yo 叉 次 鋼 奏 の 大 塊 


bismuthinite, , bismuth-fahlerz, 


wittichenite, hauchecornite 


phase 
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Hk #b 61(43) 


は 時 に andradite OR HheAAt Sc 
LH VT, © OFFI eH 9-165 LT 
NED ORR OBE TEE VS. 24 
34, Cu 63-24, Fe 11-75, insol 0.35,—99-68 
(Uniy. Toronto Studies, Geol. Ser.,5~8, 


1930.) C 中 野 ) 
A wh He Kk & 


27098, AKBROBKSPODARER 
Powers, S., Clapp, F. G. 

石油 , HI FL % te S AREAS AK 
Aa DL BBE BIC EX BIL bo HRS 
1 8 PRT Ye BH UE HE SE SL UC 
T, 1931 年 に は 15,000,000 FED FEYHOYR 
WARY, MU CZEO AW RAMs AM 
A OBA DR Meet bk se LA IC 
な り た る も % の の みか に 産 す る も % の な り 。 尺 
Arh iS HR, 凝灰岩 及 Fa REI © Hil 
SLi BA IC 件 ふ 事 が 多く , CHI 
上 層 堆 積層 の 石油 集中 に 適 営 な る 構造 を 
奥 ふ る も ゃ の な り 。 炎 成 内 に 件 ぶ ふ 石油 の 産 
RitROM ( DUG 5 3. Ws ADA 
BOAT ¢ HERA © BEIBTE, (©) lb t HE 
Meat OFM, OQARACBA, On 
KPO OB, Ok Kea LA Lb © iim 
岩 (6) BARR ERE & HERA © HEAR, CD 
Yai, BRA CERCA t ORM, 及び 
C8) PRC LY CAY bie 6 AE 
Hee VY, CB. Am. A. Petrl. Geol., 16, 
719—726, 1932..C AAR 
2710, WARARBHORMR aw 
Brown, J. S. 

New York jo Edword Hi gypeil) oO 
900 V1,500: siHio Rie LAK A (前 


| SeaU ARAL) Jer kV AP RAPE RUE ZS PE 
| So WMUCAKML EA S 3 thle owe 
SM ARAB. EMT SH 
UO LEAL On -0.2%%, Ho —06%,: 
CoH, —0-7%, CHy 59-1, No—39-4 % 
HV CORUM WAAR LU KR 
の 有機 物 ょ り 生 成せ られ た る も の な り リ 。 
| Att RIC A RU & PR SS & 
b, MIWA SL 0A BA HALA 
SS,LOLHHLDS, BMMNOKRK 
Writ Hea IC LCR PRAIA te = SAB 
PATE LOK DH VY, Aw HEAR LIC PST 興味 
ある 間 題 な り 。CB. Am. A. Petr], Geol., 
16, 727~735, 1932) CAA) 
9711, Virginia OTERO BBR 
[AICEAY S Aimee Cline, J. H. 
アパ ラキ アン WIR PORE HA 及 
UW APCUBRE GAT S405, 
EL ae Per = ~ISE TL FY MH IC 
る も ゃ の な り 。 AAAELA LMG FICK 
て は 普通 の 圭 岩 と 異な れる 所 な く 園 形 の 
FEMAIL ER & 2 RAEMIK THF 5 
SYS, LEO 2M APRS HM ze oA 
Be—-CSHT SLORY, Mom 
2 PEER IC BE HEIR Akt BAT 
SB TEIL © ORL BIBKIC HS CHM eV 
LE を 推定 せしめ る も の な り 。 CHE 
JES 2 BA BHAA RH Als Ai ee 
OBR SLOLYEtLS, MoezE 
D Ai Halt AA O BAAS IE L Gtk SS 
% Ore V CB. Am. A. Petrl. Geol, 16, 
736, 1982.) CAAD 
9712, Nonesuch BPoOFRSi 
Carlson, C. G, 


$d 62.44) 


p 
Nanesuch fe yt _E% Keweenawan 期 に 
属し , 他 層 と は ROW RIC LV -C 明 喉 に 
選別 せら る ヽ ゝ も の な り , 即 ち 層 全体 が , 黒 
色 を 時 し , 決 青物 を 含有 し , AAMC BE 
+ 2 ARR OPER U BRS Bibi He SINK 
の 存在 する も の な り 。 同 層 中 の 涯 青物 は 
砂岩 層 中 に 脇 結 物 と LCR IC k 3 
際 等 を 填 充 し て 存する も の な り 。 之 等 の 
娠 染 せ る 涯 青物 は 自然 銅 と 密接 な る 開 係 
BAL, HERA 自然 鋼 た ょ り て Bee 
ら る ゝ 事 多 し 。 HWWERBD 24% 
PRA — 64876, 灰分 一 33.3 % の 成分 を 有 
し , Abraham 氏 の 分 類 に ょ れ ば asphaltic 
pyrobitumen に 属す る も ゃ も の な り 。 こ の 湊 
青物 の 根源 は Nonesuch |etp of Aa 
EVER SLOIC LT, SAME の THEYRE 
作用 以前 た に asphaltic material と し て 在 
在 し , BAER IC kU C, BLED On 
PICBCE SOV. (Bo Am. A. 
Petrl. Geol., 16, 737~740,1982.) C/V) 
2713, Jexas の 火成岩 中 の 油田 
Sellard, E, H. | 
Texas の Gulf Coastal Plain » 4 mig? 
Keo P68 YS FH ik, “Thrall, Chaman, 
Yoast. Lytton Springs, Dale. Buchanan, 
Lytton Springs townsite 及び Schimmel- 
Battes の 8 油田 な り 。 石油 を 含有 する 岩 
右 は 一 般 に 玄武 岩 質 に し て , Ree BR te 
BOHICMLY SOL Lo 之 等 の 火成岩 
は 一 般 に Gite Sd, MAB S 
FHV, SiG OWLBL—He FE 
状態 ゃ 極め て 不 規 則 な り 。 営 地 方 の 含 油 
火成岩 は 主 と し て Talyor 泥 灰 岩 の 下 部 
際 近 に 存 し , 油 質 は 一 般 に 重く (38~399 
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Be) parrfine ROoOwTVYV, HUTS 
等 の 石油 に は 多少 の 油田 水 を 伴 ふ 。(B. 
Am. A. Petrl, Geol , 16, 741~768, 1932.) 
CAA 


= UR FD 


2714, #L#E BIRO £ porcelainite 
Taylor, W. H. 

既に 研究 せら れ た る 紅 柱 石 , Binz, 
USERRA © Ha HERE & UE TC i) AS ARK 
OE LORE RY し, 更に FRA L 
Vikimt 6474 bORSES He Vo 
次 に Roussin m PERC D> \ る porcelainite 
RES Ut~% YQ Roussin (x X SUPA 
(CL VU BROW EHS SIC HERE Y 
知ら ち れ LSP ORG ih US Ho “CEC BR I 
AAA hICMUSTHEL, MHL 明か 
KBSt Or Se HE LZ & porcelainite 
と 呼べ ベリ 9 IEE A SURFED 3 BET 
が 充分 に 存する な ら ば porcelainite を 生 
CU, R-2v047 v-RUBRIE © OBER 
促進 する 作用 ある を 知れ り 。 ムラ イト 成 
DOREY XV LIP porcelainite の み を 
生じ た り 。 獲 本 物質 は 今後 の 研究 に 傘 つ 
も の な る を 述べ た り 。CJour. Soc. Glass 
Tech, 14, 111~120, 198250357) 
2715, SEARS CaF 3 BRE ETE 
用 Budonikoff, P. P., Kukolow, G. W., 
Smeljansky, I. S. 

通常 dinas は 94~962% SiO。,4~6 % 
不純 成分 を 含み , ZI 1~2% の CaO を 
加 へ て , 12 RAVER © BI LL, 他 は 
高 湿度 に 於 ける 燈 省 の 用 に 供 を し む 。 最 
RA ORAM It 352 tridymite, 60 2 


if, 248 pb 


wk 抄 63C45) 


cristobalite, 1522 quartz を 含有 する る も の 
と せら る く ゝ くる も , そ の RARE ICL 種々 の 
考慮 すべ き BRS), KK Baio 
Pantelejmovowka 地方 産 埋 岩 を 以 て ,;CaO 
以外 に 種々 の 物質 を 添加 し , 最高 焼成 温 
度 1450°C と し て 鱗 石 英 化 作用 を 比較 そ 
り 。 訪 結果 に ょ れ ば 鱗 石 英 化 の 最 有 効 己 
WL BER Ate 0, GS 好 結 果 を 示 
し た り し が , 製 出 灯 刺 の 機械 的 強度 を 遮 
Bee Ltr 4 DRBED VY 5 (Sprechsaal, 65, 
527~533, 1982.) GEAR) 

2716, 1EFARCAR METS BS Geller, R. F, 

Insley, H. 

PIMIGHIEA 0.5x10-6 を 有する 素地 
の 研究 は Cohn に ょ り 報 告 さ れ , 該 物質 
は 2MgO. 2 Al205. 5 SiO, Ccordierite) 
XUMOZLeBRAL VU, 著者 筆 は た で の 
研究 を 線 返 し , 更に UAE 第 二話 元素 の 
FEAR IC RLS AZ Vo MTA KF he 
Ai, FA ROSA BVT 850°C Ic ST Hs 
HE LD ClEV Las, 1400 ~1425°C a 
JRERIC XY Sp BEARER] Ba L AMR L&D 
得 た り 。 同 成分 は 1425°C 以上 に 於 て は 
分 解 を 起す 。 MXC Zinc orthosilicate, 
ROUSE & WRB In ( LG 
WEAB& ON LAF HBAD LAS te S & HH 


せ リ 8 


celsian 


wk a | eels | BRIE 


Beryl, Royalstone 7/0’ ~2607'0-9 x 10 -6 
Beryl, Brazil 産 0)? ~265 11-0 x 10-6 
2 ZnO. SiO. 0? ~350°)|L-6 x 10-6 
BaO. Al,O3. 2Si0 20° ~4000/3-4 x 10-4 


(Bur. Stand, Jour. Res., 9, 35~46, 
1932) GHAR) 


2717, 三成 分 系 FeO-SiOz Bowen, 
Na; schairer, NS で 

本 系 は 度 に 敷 氏 た に ょ り 企 て られ し が , 
FeO の 選 元 調 飯 に 障害 の 存 せ し た め 完 儲 
な る も の な か りき 。 GHBSLARKLG 
ERAS 用 ひ , 純 鐵 製 圭 場 を 容器 と し 
窒素 手中 に 於 て 燈 融 し , 特 弥 考 委 の RG 
装置 を 以 っ て 寛 験 そり 。 鐵 は 融 液 中 の 人 
FenOg bia LBT C2 HET, Fel # 
AS SHA KIS CHIC BAO Fe2O3 
(21 O7EAGIRGBIK BS BBY, ZB PAR 
上 FeO-SiO9-Fep03 3 成分 系 を 以 て 表 
LEV 6 KET FeO-Si0g AKO 2 成分 系 
と UTHIE し 得 ざ れ ど る DBM & FeO 
に 蓄 算 し , 高 幸 酸 部 は Greig OXF REI 
用 し て 2 RA7MEBEIRG RV, それに 
ょ れ ば Fayalite (2 FeO. SiO.) ORB 
1205°C に し て 従来 の 測定 値 た 比 し 著 し 
《 低 し 。Fayalite と Tridymite 共 融 昧 は 
I178°C, 成分 は 62%FeO, 382-Si0n: と 
Jt. MX Fayalite と Wiistite(PeO)JE RABY 
LLIT7°C, JRA ILTEWFeO, 242%%SiO。 と 
す 。 MARIA Cit BA bE te He aT 
と し て orthosilicate の み を 生じ ,metasili- 
cate OE FES SHES MV eV KR 
pe Fayalite は 少量 の 酸化 鐵 を 分 離し て 
1205°C に 於 て incongruent. melting を 
な す 。 MALI GEA LAE OD EGER を 
な す も ゃ の に LT, REI RG S fluxing の 
反 座 に 就き 論述 を せり 。(Amer. Jour. Sci., 
24) 177 ~213, 1932.) GEA 
9718, MnS-MnSiO3 及び MnS-Fe2 
SiO4 AEB Andrew, =) EL, 
Maddocks, W. R, Fowler, E. A. 


Hb 6446) yb 
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PAY & eS HGH te FERAL & oy FS 
PGR OU CU HL AAR & AV | MnS- 
MnSiOg © SeRRBK IS 1250C に し て MnS 
lW0%iF, 然るに Mn-Fe,SiO, の 共 融 
wit 1055°C iC LUCA MnS 10% な り 。 


PH AD TEAR BRIE IL IAA YARIS UC, 約 | 
L5%MDS, 及び 98% SEABHE D RAP IC HST | 


HRV, CHD MRO MRM © HEE IC 
BES BER YG 次 に 鐵 及 び 鋼 中 に 存する 
BEE OPES IG IC FET BLURS FT, 

FesSiO, skit MnSiO3 に 可 燈 性 な る 
MnS を 含め る 確 津 の 分 布 に も 基 因 する 
CLEATS’ OM S~Lo_ (Jour, Iron 

Steel Inst. 124, 283~294, 1932.) (RAK) 


石 


2719, 粉炭 貯蔵 に 闘 す る 定 験 多和田 寛 

北海 道 大 内 に 於 て 冬季 明 房 用 と UCHR 
外 に 崎 蔵 せる 粉炭 が 水分 , BH, 凍結 等 の 原 
因 に ょ り , SORE ER RES ACK VU, Sas 
解決 策 に FEX A SHS, 試料 採取 條 件 と 空 
押 乾 燥 し 得る 水分 及び 填 塊 混入 割合 と の 
BH FR ME I< SS PTR DR fii Hl) RHE AIC 
FAL S 風化 度 等 に 就 て FER & Bl, KP 
ICTR LBA IC Be FRE IC BE THREE B 
も の な り 。 

Ai VS [a] Be BA IC HSC EL SB BNE 
D ARRAS ICR CMDS 3 BRO Hy 
FIC T ES, Zs GPT IC REC FBP S BF 
SY) CAB 119, 942~952, 昭和 7 年 〕 
Cie FLD 
2720, Wt, SBREAOARHE 燃料 
Tah Et oii 

朝鮮 の 部 は 昭和 2 年 11 月 以降 6 年 3 月 


[22] 


TR 


CES GYRUS INSEE TFC Ber [BARE 
炭田 調査 報告 」 及 び 昭 和 6 年 10 J fal HE 
行 「 鐘 産 分 析 試 験 成績 報告 ] ょ り , BO 
部 は 昭和 5 年 10 FE RE a 
BRERT© (ARBOR I KY, HERO 
部 は , HAA 7 2A 1 EAR REA B17 

HE | Pk URARARL SLO 
Vo 工業 分 析 の 結果 , BAG, LRU 
結 性 の 有無 を 揚 で 。( 燃 協 , 119, 953 ~987 
昭和 て 年) #8 SL) 
2721, Sphagnumtorf OBIT 
Titow, N. 

Tschisty-Moch-Moor 280 Yee & V 


Benzin 及び Benzol に て 抽出 そる 2 種類 、 


の 濯 青 の 研究 な り 。 西 し て 本 研究 に 於 て 


| は 可 級 的 簡 早 な る 方 法 に ょ り 湊 青 の 成 分 


Kaye DS SBI ZR OME Se A 
せり 。 REP Individualtatsprifung に 
(LEO PARABK & BRE VS IC BS ECHR 
結晶 を 線 り 返 へ し, 元素 分 析 を 試み , か く 
し て 護 明 せる 物質 を 更に 成分 化合 物 に 分 
離 そ り 。 か くし て 得 た る 結果 を 逃 ぶ れ ば 
ROM し 。 

1. 湊 青 中 の 帳 分 は 多量 (C15~2022) の 高 
RO ett Ik Tritriacontan 及び Penta- 
triacontan を 含有 す 。 

2H TP BRE AT REO BRP IAPRCo 5H5 0 
O21, Carbocerinsiure 及び 一 種 の 未知 の 
部 に と これ 等 の 酸 と アル コー ル 
C27Hs5eO と の ェ エス テル より な る も の と 
す 。 

3. 樹脂 分 は その 組成 が 一 様 に 全く 特殊 
の も の な る 事 を 示し , 芳 香 族 の BRU そ 
te FERC HA MC HMO 7 va 


Oxysaure 
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鉄 #5 65C47) 


と の ェ ス テル を 含有 す 。 

4. Seba VEE Ps (LTE Five ME & (LAR 
MIC Rte SMReEAFSIORV, 
(Brennstoff-Chem., 13, 266~ 269, 1932.) 
( 88 SL) 

2722, ARH IIHF SBRORB 
Schultz, J. H., Wheeler, R. V. 

本 研究 の 目的 と する 所 は , ARO 低温 
Cid 2 > © RR IC CAT ~ SBR, 
RA SAR OMAR UE IC RT 
RRO GE RHVPORP,RHEVL thr 
ば , EORLRE TU PE 識 る た に あり 。 即ち 
100 grms 及び 7,25 kgs oO Aine & SCI WBE 
の 装置 を 使用 し, 加熱 速度 等 の HELIA 
TO EGER Mt ORI REF HE 
BIKE Vo TOKHMRIERO Il し 。 

1. PBCHAAS IK & OV AT AS & HU Be 
(LIT S Bete ¢ RCI OUR EF 3 HL IC 
ょ れ ば , MUM OBB vba b OF 
式 と 相 俊 っ つて 相 営 に 表 は る ヽ 事 を 識 る 。 

2. 過熱 の 水 蒸 無 及び 少量 な れ ど る ゃ 和 熟 嘉 
Ui PAl~ Id ER S COy, N, CH』 の 無 流 
を 通じ た る 際 に は 油 の 得 量 を 増加 し , KR 
pe LRM OGIES bins 6 

3. AP Bupkine 2 PEEL POEL A 1 fr] BUT 
無 流 に ょ る 影響 を 受け ず ザ 。(Fuel, 11, 244 
~253, 1932.) 〔 鈴 見 〕 

2723, HEX ILI SX Peunsylvania 
EMBO MPLA ICE Tamer, H.G 

45 Pennsylvania FED SE Pape Mi IC he 
PDAS OFA AEC A RAGE 
CRAG BARBS EE LC, WAAR SE 
DBAS FAM & Wd IC L, 次 で MAO 
各 成 分 炭 Canthraxylon, attritus, fusain) 


ICTS 3 OWE Re TEA HORE 
LU OSE L, BIC Me OD Yeh saz Bh 
% COpn KAT SMBAIK kV Hw L, HF 
2 CHEE © fi PRROR DO DAUR 
KR S SPUR ETA SROMVS 

か くし て 得 を る HRE RAT SIC HE 
xb kV SLAVE Ai be BL [a I< (i HF OE 
な くく, 無煙 炭 の MRE HH Sle 主として 
ipa Metamorphic reconsolidation に ょ り 
垂直 の Joint を 失 へ る に よる も の に て , 
Pa eR 2 3 Fill > EWM EL HERE 
及び 物理 的 に Bitet ©, - Kae HAG 
FLD FERRIS HEM IC PST B VERE DIK YC 
4 M— OPM ICH Vo Ti L CHEE ILTE 
青 炭 に 上 比 し 強力 な る 吸収 力 を 有 し , 両者 
益 に 殆 ん ど 有 有機物 と 結合 せる 無機 物 を 含 
有 を ず し て 酸 に て 険 去 し 難 き 所 調 周 定 灰 
分 は 0.5 2 に 過ぎ す 。 猫 灰 分 は 主として 
暗 炭 部 に 多量 た にし て 機械 的 に は 癒 来 と そ 
る 後 始 ら て 除去 し 得る の み 。 (Fuel, 11, 
254~261, 1932.)C#8 A) 


22 w 
2724, 火山 及 地 震 淀 に 於 ける 地磁気 の 送 
16 PAZ STIAR 

月 治 244612 月 34 日 に 於 ける PCH 
ROR, AP AE MMS, < の 地 
磁気 に 及ぼ せる BRE Bille bres 
も %, その後 こ の 種 の 調査 を 閉 か や ざり し が , 
著者 は 1 上 昨年 11 月 , 北 伊豆 地震 の 直後 に 
BC EMER EWG CW Y , 等 伏 角 線 を 
Bk ewe), CHK LANE, PAB, 浮橋 
HE SACRO BAR & hw BB) EF 


抄 66<48) yb 
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K<ORPM Wc CHS LAWREBe 
る と 共に , 熱海 , 上 多賀 の 中 間 と , 大 場 を 
結ぶ 線 を 界 に , その 南北 に ゃ 相違 ちり, 南 
TRIC HS C (LW RO 佐 角 西側 で 増 し , 東 
側 で 減じ , 北部 に 於 て は 之 に 反 す 。 

著者 は 同様 の 調査 を 北海 道 胞 ヶ 鐵 爆 喚 
の 後 敷 回 に た 豆 つて MY, その 等 伏 角 線 を 
求め た る に , 砂原 岳 の 北側 を 中 心 と する 
BRAM L, AWE 中 心 と する 低 伏 角 
Me Sl, HI AW SUA KR 22, 昭 
和 4,5, G4RICHAT, 56°O1-7', 54°45-6’, 
55°42-4 te 3B aH OMME GD, 興味 ある 
SRORAM MLV, COP Ma PL 
BICC LAMROMRE MY DNESE 
ERROM Lo 

iK f§ BE HK 

Bi ‘i eal ge 


鹿 HG 56°34.9' [56°04.5" [56°03-8' 
take} 56 27-0 55 49-1 [55 51-6 
MEU 56 OLT 54 45-6 155 42-4 
三 合 目 56 211 56 10-0 [56 11-4 
MET PEST 23-2 56 57-6 157 07.7 
大 W56 49-4 [56 346 [56 29.3 
掛 間 56 09-3 [55 45-4 155 41-4 
PR 1/56 35-6 [56 07-7 {56 03-0 
赤井 川 56 20-3 56 06-6 

fi 56 343 |56 10-2 [56 15-9 | 


著者 は この 外 三 宅 島 , 富士 等 に BWC 
同種 の 研究 を 試み , 更に Ze 理論 的 敷 式 
と 比較 せり 。 BICC ERMA 
OM bee L, これ と KML E HEX 
2 Hil & Reh & HS ORSAYRS we UC 
Hida S oC AAR TS RE 7,316 ~328, 
1932.) (OES) 
2/25, HaaheEAT SIRERORE 


Leet, L. D., Ewing W. M. 

大 体 比 重 2.65 を 有する TERA Eh 
WAS SUYEYLO LEME 50~4600 県 離れ 
Lib BIC Cc 測定 そる に ; その 総 波 の FH 
速度 は 5:04 寺 0.03 km/sec, 横 波 の それ は 
2.48 圭 0.03km/sec な りき 。 R¥KZHE 
り 算 出し て cgs. 単位 に て RUS bulk 
modulus は (44 土 1)x 10, compressibility 
は 2-28+0-05)« 10-12, rigidity は (16:3 
+0-4) x 10", Poisson 比 は (0:333 土 0.005 う 
Young's modulus は (43 土 )x100 と な 
WV, 4 時 間 - 唱 離 の 闘 係 を 表示 せる 
HARON VAP SIC \ SaMPERIAER 
り 地 中 深 《 HEFT SRLOL\ML, HO 
Adams 及 Williamson 23 {BRAY IC HRD 
3 BS WMa AAA & oF BRIA =: 2000 
megabars J) LORRI HU CLA L 
得 ざ る を 知れ り (physics 2, 160~173, 
1932.) 高根 〕 
2726, カリ ウム の 放射 秩 に つき て 
Hevesy G, v., Seith, W., Pahl. M. 

普通 の Kalium chloride Rx Kalium 
chloride の 放射 性 を Geiger-Miiller の 
Zahler を 用 ひ て 比較 し て , Kalium の 放 
射 性 が Isotop 40 に 起因 する と 考 ふ の 可 
吉 た に つき て 決定 そん と せり 。 CODD 
Kalium chloride の 比較 た に た ょ つて Kalium 
の 放射 性 は . 原 子 量 40 の Kalium Isotop 
に は 起因 を も ざる を 知り , HO Kalium の 
SABRIC OS Cimaee Vo PRK VY OFF 
SEIS XS (CHUB [ED ae Ca 1c Ee 
6K ond K OBO 1 10000 に 過ぎ 
ざる を 知る 。 (Z. phys. Chem. Erg-Bd. 
309~318, 1931-) CAE 


#8167049) 


Vogt ei (1859~1932) の 長 逝 。 
Cent. blatt. 1932. A. No 8, 288 ic }#8iv 
ば , J. H. L. Vogt 教授 は , 過 般 瑞 筑 の 
Trondhjem に て ,73 KO BMBeUO CH 
去 そ られ た り 。 岩石 成因 論 に 於 ける 共 品 
MO EMAL LC, ORB S am 
(LAICHERRIK 値する も ゃ の ぁ あり, 今日 な ほ 
その 岩 紫 分 化 論 に 闘 す る 論 欧 は, HE BR 
さ を 加 へ つ ヽ あり し 時 , そ の MIC LY 
CHAOBR LES KBNZCLAEA 
の 愛護 に 堪 へ ざる 所 と す 。 
Zambonini Bi5(1880~1932) Deis 
Z. Krist., 82, 142~149 は _. Ferraccio 
Zambonini AZo AE 1 12 日 ナポリ 
(CPST SRP BE VY BHT 1880 年 12 
月 17 A ESRD BBY — ~ ICM A DEL 
HLF, 1903 42 23 Ae WTC BRM 
Lg & iF, 1904 4B £ VY 19054R3E Torino 
DE TARE IC HS CML MEE © DF & 
Sy LODGE LY 190948 ECF RIORK 
LIC CRE: © I F&M 1909 年 に は 
Sossari JARI PC BEB MC RS 
4, , 1911 年 Palermo FAS CHA, 1918 
4.33 AIC UT Torino KSLIC CH Bo 
TERE L MeV , 1922 4p Napoli AICHE 
C—- LAD BRI 任 ぜ られ , WHA の 後 
に は 42 オ の 若き さ を 以 っ て Napoli KAO 
ME KA bH,UCHAKERA ) MAK 
PIL RKIC AV CHR BET 3 WE Ke 
り し の みな ら ず ,10 4A fA AMES E し て 
教育 行政 に 悲 され た る 京 献 大 な る も の 


あり 。 基 多忙 な り し 短 き 生涯 に 誰 て , そ 


の 研究 論 及 の 多き と と を 以 つ て し て る も, 

BRA ANY IS 精力 察 に し て , 如何 に 明 新 
な る 科 符 者 と し て の 頭 膳 の 所 有 者 な り し 
PERSIE S, BAO HM ARO K 
tr Sx, 1898 4B 18 AVC Moante 
Cimino 産 Sanidine (CO % Cre SHAME 
BZ CUR BARES IC A, 微 
BSE HT, 1931 年 稀 士 類 及 アル ヵ リ 人 金属 
D Wis PPL HA XTV Praseodym-natrium-sulfat 
に 至る まで 168 編 の SRE Ber, 基 死 後 
% OBZ SLES. CROW 
動 期待 し て 待つ べき も ゃ の あり し を , EL 
XL, 52 オオ の 若 さ を 以 っ て 逝去 そ ら る ゝ 
と は 。 

笛 根 火山 の 噴火 東都 諸 新 凍 の 報道 に 
EAS, FES ULAR OP FIC Tr F 3A 
ALA It, 去る 10 9 1 A242 AELOAE 
WVEBS し , 噴煙 高く KIC ab し , Bi FBR OF 
PBI GRA (Ls 噴火 口 附近 に は EL 
燈 岩 を 噴出 そり 。 党 時 噴火 口 附 近 に は 長 
EF BL PRT S iLO Bs © EIR ARH 4 ン 
50 名 と, 登山 者 50 名 種 あ り し 模様 に て , 
K DRE REN K SR, FOE MBO 
湯の花 探 取 人 天 中 , 川上 帖 太郎 , “rd ACTS 
は 死体 なり, 富澤 重吉 , Se, as 
PE, MIM MAK GO ES, AEA wl, 
ye TI—ER, 8 PEG — (a HG & ROC 草津 
に 人 運ば れ , 救 控 者 等 の 言 に よれ ば , MAB; 
BoC SAO EMIS ROR 
Dee, BS KEO 水 は WHEL, Wb 
(LARD WEIR IC PRL AL, 燈 岩 一 面 に YF 
Yo TIERED TIC PC, HC 長野 
原町 方 面 ま で 硫 舞 流れ , 降灰 APIA IC BL 


・ 紗 .68C50) fi 


7 ih 246 


れ り と いふ 。 

wh CML PTS ASE: Ti) Je 1 HB ihe 
査 中 に MLS 詳細 は GO HH DSN 
Lo 

因 に 本 火山 は 明治 11 年 に る 活動 し て , 
TR OPS SEU, その 後天 正 11 年 に る 
小 爆 豆 を 行 な ひ , WHR 4 HE °C PRR EY 
LIK, 昨秋 以来 その 南方 の PEM od 
Bic} 活動 に 儲 な つて か , 今 固 また また 
GEE ZLDETS 

洪 間 火山 中 炭火 口 丘 の 隆起 AKAD 
KOS IRAE, BA Je ak 火口 丘 本 
山 は , 近年 次 第 に その 高き さ を 加 へ つ ヽ あぁ あ 
SOM, HEA ZO Wei 1 CPEB tr 
て こと これ を 望む 能 は ざり し 南 般 岩村 田方 
MIC Ch RPK CHe BoHscBnr 
Vo 

Ti) AC DS RESP AR BIC BO CYR BIL 
4 ORR & 噴出 そる と と も, この 山 
SEMLO 一 因 な る さ べき る も , 信 木 氏 OS 
に ょ る BUlic kn’ これ に ょ っ で て ye 
MBL te BPE SILA pte BIC LL 
NTO PEELILEE PHI R~S LO sM ¢ 
CaS CAD AE RR _b Fc SE 
づく も ゃ の な る < し 。 

因 に 人 入 木 氏 の 調査 に よれ は, 本山 即ち 
MEORS し き 上 昇 は , 天明 年 間 に RU 
2 RR OWMRIC ET LWDENES® 


L, RE ORME BABI kot 明か な 
8, COLA BIC BEC 行 な は 
NK SREL HSV, 目下 研 究 中 に 属す と 。 
CPEB BS) 

1931 年 度 世 界 の 金 産 LAEMEICR TS 
ARO UWL, 今後 金 産 の 増加 は 望む さ 
か ら ず と せら れ た る に , PERE ICP S 
ye*ilt, Bankers Magarzine の 推定 に ょ れ 
ば , 約 18.1~18.3 fie ~ — 7 1 LCs] 昨年 
2 PERG 17.46 fae — 7 BHD ICR L, 
就 中 , 南 阿 は 9.41 億 <ー ク , カ ナダ は 223 
億 マーク に 達し , 特に 後者 は その 前 年 の 
L83 fir -F7RBCxUL 4900 Bx -— 7 
IcSBd LX (Prakt. Geol. 1930 年 6 3 HED 
CUES 8S) 
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Es = 
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東京 地方 在住 者 に 告ぐ FAURE 
OSRK LC 新 に 東京 市 に 編 人 そら や 
た る 過 域 内 に FEED WO Pic it, BEE BF 
名 を 本質 宛 御 一 報 下さ れ た る 方 も ふも あれ 
ど , 来 だ その 手 纏 な き 方 ふる 多き を 以 て , 右 
LEAKE MALE & ELS 
APART HAF te = IC BUC id, ARSE 
ARHEUE te VE GERI D VEY IC CBIR IK HT &, 
B—-KGEO SH RUO 方 は , BAT 
WFR OLFVEREG AARP = oP 5 
‘a FX ae Lo 
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a 41 Hi Yn Th TR 


本 次 役 員 


第 Th. He 


2 ih 津 w it 
SSRs VERE 高橋 純一 琴 井 誠 太 耶 
ERE 2H 4#- BHEE WA we 
St teMoER 
本 @ Mm B(FR) 
pk MR 石原 AR NI SRA 
有 片山 量 下 金原 EBS 。 加藤 武夫 EABRER ee At 
艇 本 五十鈴 OA ME MPRGS wae TE AP RER 
BMS Bk 武 保科 正昭 = RRMA 
PS a 耶 。 井上 万 之 助 中 皿 光井 
JEEP af DALES Sapp zee Se ANE = Je 瀬戸 BUR 
高橋 純一 高 眼 勝利 LAKHS RR OAL Oe 
Pa 農 一 久木 次 男 。 吉木 文 下 。 渡 肛 萬 次 郎 。 渡邊 新 天 
See eae A @ A iA Pr 
Se eee SVB Ark LAL 
WY Fl 48 +) — BEG DAE BTR 
@ 8B Bt 
eo ew 戸 國 B 
tee SETI GEEMIRE 8 825%) 
(i228 rhs CAL a A Ac A Whi ace 
FL ASE a LS =n eee 
Ate = HH Mm | =i 所 
( 2= Th Bd a Wy 
Ep kl 者 Pagel | EM SEG 


fill ET BERGE TA eS 
ee AR tf 


Ep of) 所 
Meth BEGET AFR 
HE Ab ED Mil) BR SK ik 


電話 287% 860% 


See 1 5 属 ) 
Hah ih 田 aT ST 目 十 入 番地 
He 京 堂 


(振替 東京 2 7 0 t) 


AR ata 1 EFS 部 60 $& 
生 ヶ 年 分 1H) 3 [AL 3 0 $e 
ー ヶ 年 分 TKK] 6 IAL 5 0 $8 

ARS MG LA 20 IA 
生年 以上 連載 は 4 割引 
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